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ご 挨 拶 

                

NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 

                         理事長 真栄田 篤彦 

 

 謹啓、皆様におかれましてはますますご

清祥のこととお喜び申し上げます。 

また、常日頃より当会へのご理解とご支援

ご協力に衷心より感謝申し上げます。 

当会は設立８周年を迎えます。本会の主

な事業は病院ボランティアに関する事業

とファミリーハウス受託運営で、関係各位

のご協力の下、今日まで順調に経過して参

りました。         

病院ボランティア養成に関しては、藤村

真弓先生他多くの方々のご協力を得て、今

年度は第１５・１６期の養成講座を開講し

て参ります。 

これまでのボランティアの皆様方と当

会との連携をより強化していくために病

院とも協力しながら活動環境つくりに努

めて参りたいと存じます。また当会は、こ

ども医療センターと連携しながら、ピアサ

ポート実施のための研修を継続し、患者家

族への支援を強化して参ります。 

 ファミリーハウス受託運営事業に関し

ても、公益財団法人沖縄県保健医療福祉事

業団のご協力のもと、患者家族への利便性

を高めるための運営を継続して参ります。 

 

また多くの関係団体からのご支援もファ

ミリーハウス事業へ頂いております。これ

からも高度医療を必要とする病児ご家族

とのピアサポートを通してより緊密にこ

ども医療の支援を図って参ります。 

 さて今年はファミリーハウス「がじゅま

るの家」が５周年を迎えました。５周年を

記念して第１４回 JHHH ネットワーク会

議を沖縄県で開催します。全国各地で「病

院近くのわが家」を運営する関係者の皆さ

まが参加し、日々の活動でそれぞれのハウ

スが工夫している近況を発表して頂き、学

び合い、各種協議解説助言を得て、ハウス

のより一層の発展に繋がるものと期待し

ております。 

 皆様におかれましては、今後とも当会の

事業主旨をご理解頂き、さらなるご支援ご

協力の程お願い申し上げます。 

謹 白 

 

平成２５年１０月吉日  

 

 

 

 

 



〔特定非営利活動法人 こども医療支援 わらびの会〕　

平成25年 9 月30日 現在

代　表　者　名 団　　　　体　　　　名

オヤカワ   タケシ

1 親　川　武　司

ウエズ　  ユキオ

2 上江洲　幸　雄

マエシロ   モリノブ

3 真栄城　守　信

シンザト　 ヨシヒロ

4 新　里　吉　弘

アラカキ　 ヒロキ

5 新  垣  浩  樹

カカズ　　 キヨミ

6 嘉  数　清  美

シロマ     ヨネコ

7 城　間　米　子

アラガキ   カズエ

8 新　垣　和　江

カタクラ   マサンド

9 片　倉　政　人

シンザト　  ケン

10 新　里　 健

タカラ     ヨシヒロ

11 高　良　吉　広

カワカミ   ユミコ

12 川　上　由美子

ヤ  ギ     マモル

13 八　木　 守

オオシロ　　シノブ

14 大  城　 しのぶ

ヤスダ　  タカコ

15 安　田　孝　子

沖縄 訪問教育 親の会

 一般社団法人 全国心臓病の子どもを守る会
　　　　　　　 　　　　　　　沖縄県支部

財団法人 日本ダウン症協会 沖縄県支部

沖縄県 聴覚障害児を持つ親の会

NPO法人 こども医療支援 わらびの会　構成団体

沖縄県 肢体不自由児者 父母の会連合会

沖縄県 自閉症協会

社団法人 日本てんかん協会
　　　　　　　 沖縄県支部「波の会」

沖縄 ＬＤ児・者 親の会 「はばたき」

  公益財団法人 がんの子どもを守る会
　　　　　　　　　　　沖縄支部 「のぞみ財団」

沖縄県 重症心身障害児（者）を守る会

沖縄 小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

沖縄 小児発達センター 父母の会

梅っこクラブ
（排尿・排泄に問題を抱える子どもと親の会）

骨形成不全友の会

バクバクの会 (人工呼吸器をつけた子の親の会)



団　　体　　名 連　　絡　　先 会 員 数

1  一般社団法人 全国心臓病の子どもを 〒903-0804 沖縄県那覇市首里石嶺町4-373-1

守る会 沖縄県支部　 沖縄県総合福祉センター 西棟323号　

支部長：親川  武司 毎週 水・土／療育相談

電話＆FAX 098-887-1410（水・土　午後）

E-mail：mamorukai@ii-okinawa.ne.jp
http//www.mamorukai.info

2  財団法人 日本ダウン症協会 〒901-0514 沖縄県島尻郡八重瀬町字安里63番地 １２月：クリスマス会

（JDS）　沖縄県支部　　 支部長：上江洲 幸雄

電話＆FAX 098-996-0068（自宅）

E-mail：yukio-4416@woody.ocn.ne.jp
3  沖縄県聴覚障害児を 〒901-0501 沖縄県島尻郡八重瀬町長毛82-4

 持つ親の会　　　　 会 長：真栄城 守信

電話＆FAX 098-998-9980（自宅）

4  沖縄県肢体不自由児者 〒900-0023 沖縄県那覇市楚辺2-24-24

 父母の会連合会　　 ケイズコート２０３

電話＆FAX 098-836-2352
（月・水・金　10:00 ～ 16:00）　　

E-mail:info@okishiren.org
会 長：新里 吉弘／事務局：宮城 稲子

5  沖縄県自閉症協会 〒903-0804　沖縄県那覇市首里石嶺町4-373-1

沖縄県総合福祉センター内 小規模団体室

電話：098-995-7860〔事務局　仲田〕

E-mail：autism.okinawa@tea.ocn.ne.jp
http://www1.ocn.ne.jp/~autism/

6  公益財団法人 がんの子どもを守る会 〒904-0105 沖縄県北谷町吉原757-12

　　沖縄支部  「のぞみ財団」 代表幹事　片倉 政人、副幹事　小原 美和

電話：090-9782-6062（携帯）

E-mail：masando2008@gmail.com
http://www.ccaj-found.or.jp/

7  沖縄訪問教育 親の会 〒901-2121 沖縄県浦添市内間5-8-22

会 長：城間 米子

電話：090-9782-1608

150名

約４８名

２１名

 8 月：全国ろう学生の集い(派遣事業)

 11月：嘉手納スペシャルオリンピックス

10 月：医療講演会・相談会

約９８名

約130家族

180名

随 時／講演会・勉強会・本人活動

年３回 会誌発行

６ 月：交流会

 7 月：夏季親子宿泊研修会(2泊3日キャンプ)

毎 月／定例会、本人会活動

７ 月：さわやかレクレーション

10 月：療育キャンプ

11 月：指導者研修会

随 時／会員への情報提供

 11月：シーカヤック体験(奥武山島)

  3月：全国代表者会議(派遣事業)

11 月：ハイキング・バーベキュー会

2～3月：秋季講演会(県外講師)

毎 月／定例会・会報発行・ゆんたく会・SST

12 月：忘年会

年間の主な活動

7～8月：サマー療育キャンプ

 12 月：クリスマス会

毎月／会誌発行

NPO法人 こども医療支援 わらびの会　構成団体紹介

不定期／交流会

関係各所への要請・請願活動

７ 月：ほがらかキャンプ



団　　体　　名 連　　絡　　先 会 員 数 年間の主な活動

NPO法人 こども医療支援 わらびの会　構成団体紹介

8  社団法人 日本てんかん協会 〒901-1117 沖縄県南風原町津嘉山1098-1

 　　　沖縄支部　 ｢波の会｣ 代 表：嘉数 清美

電話：090-1943-3405
電話：098-889-2092（自宅）

9  沖縄LD児・者 親の会 代 表：新垣　和江

 「はばたき」 電話：090-1946-0635
E-mail：ne1you2@yahoo.co.jp

10  沖縄県重症心身障害児(者)を 〒901-2126 沖縄県浦添市宮城 2-32-8

 守る会　　  〔さくら荘 102・大田英子様方〕

会 長：新里　健／事務局：親富祖 久子

電話：098-879-9823
11  てぃんさぐの会 〒900-0003 沖縄県那覇市安謝215-1

 (沖縄小児在宅医療基金)　　　 安謝小児クリニック内　　

電話：098-869-0600
会 長：高良 吉広 ／事務局長：宮城 雅也

http://w1.nirai.ne.jp/tynsag/

12  梅っこクラブ 代 表：川上 由美子 １２月：クリスマス会

 (排尿・排泄に問題を抱える 電話：090-9478-3665
 子どもと親の会)　

13  バクバクの会　沖縄支部 〒901-1303 沖縄県与那原町与那原494 年４～６回／会報誌発行（本部にて）

(人工呼吸器をつけた子の親の会)　　 ルピナス ４０１ 不定期／勉強会・ゆんたく会・イベント

幹 事：大城 しのぶ

電話：090-9496-3164
E-mail：shinosan0701@yahoo.co.jp
http://bakubaku.org/

14  沖縄小児発達センター 〒904-2173 沖縄県沖縄市比屋根5丁目2番17号

 父母の会　　 沖縄小児発達センター内　

電話：098-933-8522（通所）/932-6077（入所）

会 長：安田 孝子（通所部）090-5103-0651

不定期／おしゃべりランチ会

15  骨形成不全友の会 代 表：八木　守

〒904-2173 沖縄県沖縄市比屋根3-9-1 ﾏﾝｼｮﾝﾌｧｲﾝ101

電話：098-933-8747

利用者数
３０名

６０名

２０家族

約160名

約100名

約20家族

８ 月：サマー レクレーション

５ 月：活動者会議（東京）

11 月：秋のピクニック

不定期／勉強会

12 月：クリスマス会

３ 月：お別れ会 食事会

５ 月：お茶会

６ 月：環境整備

８ 月：サマーキャンプ

5月・2月：全国支部長会(東京)

10 月：九州・沖縄ブロック大会（持ち回り開催）

11 月：県 守る会 会報発行

６ 月：全国大会

随 時／相談受付・情報交換

毎 月／定例会・ペアレント トレーニング

毎月２回／ソーシャル スキルズ トレーニング

６ 月：特別講演会

12 月：クリスマス会

11 月：茶話会

５ 月：ボランティア養成講座開催　



ファミリーハウス「がじゅまるの家」 

５周年記念特集 

 
 

 

「がじゅまるの家」基本理念 

  『病児とその家族が心身ともに癒される滞在施設を目指します』 

     

   行動目標 

    ・ 個々のプライバシーが守られ、安全に過ごせるようにします 

    ・ 利用者の経済的負担を軽くできるように運営します 

    ・ 利用者への心のこもった対応を行います 

    ・ 利用者がコミュニケーションのとれる場所を提供します 

      
             NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 

 

   



宮古島より感謝をこめて 

沖縄県立 宮古病院 
安谷屋 正明 

 

 宮古島のこどもたちが小児科医師に診察

されるようになったのは、昭和４９年に開

始された先島母子一斉健診からである。 

離島の宮古・八重山地区には医療機関が少

なく小児科医もいないことから、東京大学

医学部の平山先生を団長とする小児科医師、

産婦人科医師、臨床心理士などから構成さ

れるチームで年に１回離島のこどもたちが

健康に育っているか、疾病に罹患していな

いか診察するのである。当時の新聞を読む

と地元のお母さん達の喜びようが伝わって

きます。 

昭和５２年に県立宮古病院に小児科が開設

され外来・入院診療が行われるようになっ

てきました。しかし専門的な治療を要する

病児は沖縄本島や本土の病院に紹介、搬送

しなければなりませんでした。 

昭和５７年から沖縄小児発達センターの巡

回療育相談で脳性麻痺や神経疾患の病児が

専門的な医療を受けられるようになりまし

た。また昭和６２年から年２回の心臓検診

が始まり、不定期であるが中部病院の応援

医師による腎臓検診、内分泌の外来などで

専門医療を受けられる体制が整いました。 

そうした中で「こども病院設立推進協議会」

が発足し、署名運動などの活動が展開され

ました。それに連動して宮古島でも宮古病

院を中心に署名運動が行われました。 
平成１８年に県立南部医療センター・こど

も医療センターが開院し、沖縄県の小児医 

 

 

 

 

 

 

 

療が大きく飛躍したと考えています。宮古

病院にも、こども医療センターで研修を終

了した若手医師達が安定的に派遣され、充

実した小児医療が展開できるようになりま

した。 

しかし、医療の進歩は目覚しく小児医療で

も専門分野に細分化されてきた為、多くの

宮古島のこどもたちが専門医への紹介や救

急搬送でこども医療センターのお世話にな

ります。 

 その際にファミリーハウス「がじゅまる

の家」の存在が大きいものとなります。 

沖縄本島に行く病児やご家族が自分の家の

ように安心して癒される施設は、精神的に

も経済的にも拠り所となっています。これ

までの４年間に宮古島から３０７２名の多

くの利用者がいたと知り、スタッフやボラ

ンティアの皆さんには頭が下がる思いです。 

２０数年前、宮古島出身の脳性麻痺のこど

もさんが、沖縄本島の病院で呼吸管理が長

期に亘り、ご両親から精神的にも経済的に

も大変だとの相談を受けた時がありました。 

病児を取り巻く環境の変化には隔世の感が

あります。 

今年度から病児のきょうだい預かり保育も

始めたようで心の行き届いた対応に感謝、

感謝です。最後に「わらびの会」の輪が益々

拡がるように祈念して宮古島より感謝をこ

めて寄稿します。  

 



「がじゅまるの家」５周年に寄せて 

 

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 

 小児集中治療科 水野裕美子 

 

 「がじゅまるの家」が５周年を迎えら

れましたこと、心よりお慶び申し上げま

す。２００８年の開所以来、利用者は延

べ約２万人を越え、医療に携わる者とし

て心より御礼申し上げます。 

 私が勤務する小児集中治療室では文字

通り最重症のこども達が、日々、病と闘

っています。「命」について、ご両親にお

話をさせていただくことも珍しくはあり

ません。厳しい状況だからこそ、少しで

もこども達の傍にいたい、近くにいたい

と願うことは、ご家族であれば極自然な

ことです。実際、こども達はそのような

ご家族の想いに支えられ、一生懸命闘病

をしてくれています。医療者としても、

大変な時だからこそ、ご家族には少しで

も時間を共有していただきたいと切に願

います。 

しかしながら、極度の緊張状態が続く

中、待合室や車の中で仮眠を取りながら、

こども達に会いに来てくださるご両親を

見るたびに、ご両親の体力がいつ破綻す

るかと心配でなりません。そんな時、   

わずかな時間であっても「がじゅまるの

家」で、布団に身を包み、眠りにつけな

いまでも、体を休めることができるとい

うことは大きな意味を持ってきます。健

康な精神は健康な肉体に宿るという言葉

通り、体力が消耗してしまっては、気持

ちも続かなくなってしまいます。闘病に

は時間がかかります。 

こども達と一緒に頑張っているご両親

を心身ともに支えていく上で、「がじゅま

るの家」は、なくてはならない存在です。 

このような理由から、必ずしも遠方で

はないご家族にも臨機応変に対応してい

ただき、既に多くのご家族が「がじゅま

るの家」を利用させていただきましたこ

と、主治医として心より御礼申し上げま

す。これからも、病を抱えたこども達と

そのご家族のために、変わらぬご理解・

ご支援を賜りますようお願い申し上げま

す。 

 また、「がじゅまるの家」を運営されて

いるわらびの会の皆様には日ごろより、

こども医療支援を賜り、感謝の念に堪え

ません。皆様の活動の殆どがボランティ

アと寄付という地域の方々の善意である

ことを、我々医療者は心の支えにしてま

す。医療は地域に理解され、根付き、支

えられ、初めて花を咲かせることができ

ます。我々医療者は、より良い医療をこ

ども達に提供できるように、真の意味で

地域に根ざした病院を目指し、皆様とと

もに歩んでまいります。 

 最後になりましたが 、「がじゅまるの

家」５周年にあたり、お祝いの言葉とさ

せていただきます。 



「がじゅまるの家」に支えられて 

 

南部医療センター・こども医療センター 

副院長兼看護部長 照屋清子 

 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」が

５周年を迎えられたことを祝福すると同

時にこれまで運営に尽力くださいました

ことに感謝申し上げます。 

当院は、周産期母子センターとして

MFICU や NICU,GCU を保有しており、集中

新生児管理が必要な場合の母体搬送や超

出生低体重児や重篤な症状の新生児を受

け入れています。また、県内唯一の PICU

を保有しているため集中治療が必要なこ

どもを 365 日 24 時間受け入れています。 

2008 年 4 月から 2012 年 6 月 30 日まで

のヘリ搬送患児は 70 名との報告がありま

す。その多くの親や家族は、居住地が離島

であるために状態が安定するまであるい

は退院するまで「がじゅまるの家」にお世

話になったと推察します。離島や遠距離か

ら治療のため本島の病院に搬送となった

ときの親や家族は、子供の容態のこと、付

き添いの際の宿泊のことなど不安は計り

知れません。患者の療養環境を整えること

が看護師の役割のひとつです。「がじゅま

るの家」が病院に隣接していることで、離

島の方々が安心して治療を受ける環境を

提供していただくことは看護師の安心で

もあります。  

私は、５年前当院の地域連携室に勤務し

ており、開設したばかりの「がじゅまるの

家」のパンフレットを地域連携室に置かせ

ていただき、離島の方々へ宿泊の紹介をす

ることが度々ありました。そのため「がじ

ゅまるの家」の存在は身近に感じていまし

た。そこで、昨年、宮古病院に在職してい

た時に重症肺炎の子どもを南部医療セン

ター・こども医療センターに搬送すること

になり「がじゅまるの家」にお世話になっ

た事例を紹介します。家族は患児とその両

親、生後半年の児の４人家族で本土出身で

した。患児をヘリ搬送することになりまし

たが、搬送時間が決まらないうちに父親が

生後半年の母乳だけしか飲ませていない

赤ちゃんを抱いて那覇行きの最終便に乗

ってしまいました。しかし、悪天候のため

ヘリ搬送は翌日になってしまいました。母

親は病気の子供のことと本島に知人もな

く土地勘もない夫が赤ちゃんを抱えて立

ち往生するだろうことを心配しパニック

状態でした。その様子を病棟師長から相談

を受けた私は、当院の地域連携室に連絡し

「がじゅまるの家」への宿泊を手配するよ

うに依頼しました。午後８時過ぎの遅い時

間にもかかわらず「がじゅまるの家」はそ

の親子を受け入れてくれました。おかげで

母親は目の前にいる病気の子供に意識を

集中することができました。私が転勤で当

院に戻ってきた今年の５月にその母子が

地域連携室の職員や肺炎治療でお世話に

なった医師や看護師にお礼が言いたいと

訪ねてきてくれました。 

当院がこども病院として県内外の重症

児の医療を担う機能を果たすためには、安

心して子どもたちが療養できるための整

備のひとつとして両親や兄弟が宿泊し病

気の子どもを支える環境は重要です。その

意味において病院に隣接した「がじゅまる

の家」は歩いて通院できるため、両親にと

っても気軽に利用できる宿泊施設です。 

今後も両親が安心して看病に当たるこ

とができるように「がじゅまるの家」のご

協力をお願いいたします。 



がじゅまるの家 5周年によせて 

 

認定特定非営利活動法人ファミリーハウス 

理事・事務局長 植田洋子 

 

がじゅまるの家５周年おめでとうござい

ます。 

思えば５年前、ハウスオープンに際し、

沖縄へうかがい、皆様とお話しをさせてい

ただきました。 

また、ハウスマネージャの皆様には、東

京の私たちのハウスに、オープン前の研修

として来訪いただき、ファミリーハウスの

ハウスマネージャとも交流をさせていた

だきました。  

離島から来る患者さんとその家族のた

めにもハウスが必要だと、皆さんが語られ、

その熱い思いに、これは良いハウスになる

と確信をもちました。そのときの、皆さん

の笑顔と真剣さがとても印象的でした。 

がじゅまるの家を受託運営するＮＰＯ

法人こども医療支援わらびの会は、全国で

も例をみない団体です。それは、１５の患

者団体のみなさまが一緒になって、このハ

ウスを運営していること。「このハウスは

なぜ必要なのか」という原点にたち、利用

者さん本位の運営ができるがじゅまるの

家は、こうした背景あってのことと思いま

す。さらには、病院のボランティアも育成

し、病棟ボランティアとしても、ハウス運

営者としても病気の子どもとその家族を

支えています。 

 

 

 

そして、行政や地域社会と協働し、組織

的でオープンな運営をされています。 

このように多様な方々と多様な活動を

継続して続けることは本当に大変なこと

と思います。おそらく、この 5 年間も、い

ろいろなご苦労をされたことと思います。

24 時間 365 日休まないハウスを支えてい

くことは、そうたやすいことではありませ

んから。 

私は、がじゅまるの家の皆様を思い出す

ときに、いつもはじけるような明るい笑顔

が浮かびます。 

これからも、病気の子どもとその家族の

ために、がじゅまるの家の皆様の、明るさ

と強さ、その団結力で、ご活躍されること

をお祈りいたします。 

沖縄のホスピタリティをこれからも、私

たちのよいお手本として見せていただき、

それを私たちも学んでいきたいと思って

います。 



安心と癒しの場所（滞在施設）として 

             沖縄県八重山福祉保健所 
 保健師 盛島美奈子 

 

がじゅまるの家設立 5 周年、おめでと

うございます。５周年を迎えるにあたり、

NPO 法人こども医療支援わらびの会の

皆様及び関係者の皆様におかれましては、

日頃からのご尽力とご活躍に心より感謝

申し上げます。 
さて、当保健所は、小児慢性特定疾患

医療費助成制度の申請窓口であり、相談

支援機関でもあります。医療費助成の申

請や生活・療養相談にいらっしゃる方々

の中には、より専門的な検査や治療のた

めに「南部医療センター・こども医療セ

ンター」へ受診をしなければいけないお

子さんもいます。また、通院や入院治療

は、数日から数ヶ月にも及ぶこともあり

ます。そのため、保護者は、病気に対す

る不安のみならず、受診のための交通費

や宿泊施設の確保、宿泊代等の経済的な

負担も大きく、身近に相談できる相手も

いない知らない土地で、疲弊することも

多々あります。そのような中、がじゅま

るの家建設に向けての取組みが開始され、

八重山からも多くの保護者がアンケート

に回答しました。 
現在は、不安を抱えているご家族に対

し、がじゅまるの家を紹介し、利用され

た保護者から感謝され、支援者である私

達にとってもとても有り難いことだと自

負しています。 
先日、沖縄本島への出張にあわせ「が

じゅまるの家」を見学させて頂きました。

突然の訪問でしたが、管理者である儀間

さんが快く施設内を案内して下さいまし

た。施設は、とても明るくきれいで、部

屋の広さもゆったりとしていました。そ

こでは単に「宿泊」という目的だけでは

なく、病児の為に頑張っている保護者が

心と身体を「ゆったりと休めるように」

という施設の想いが表れていると感じま

した。また、保護者のみでなく、兄弟姉

妹も一緒に楽しく過ごせるようなプレイ

ルームが設けられていたのも印象的でし

た。 
私がとても嬉しく感じたのは、外食や

インスタントになりがちなご家族のため

に、施設スタッフの方が敷地内に菜園を

作って、野菜を提供しているとのことで

した。例えインスタント食品を食する場

合であっても菜園でとれた新鮮な野菜を

食することができるようにというスタッ

フの優しい心遣いでした。 
また、若い両親に対しては、食生活や

子育てについて施設スタッフが「人生の

先輩としてアドバイス」をして下さって

いると伺っています。 
今思うと、がじゅまるの家ができるま

では、突然、本島の病院で入院治療を受

けるように言われた家族の不安はどれほ

どのものだったでしょうか。 
平成 21 年から平成 24 年までの間、「が

じゅまるの家」を利用された八重山のご

家族は約 3000 名と聞いています。そして、

3000名の方の心の支えになっていただい

たことに感謝します。 
最後に、これからも離島や遠方から受

診する方々の心の支になってくださるこ

とをお願いし、同時に「がじゅまるの家」

に携わる皆様のご健勝、ご活躍を心より

祈念いたします。 



「がじゅまるの家」５周年を迎えて 

 

                                              沖縄県保健医療福祉事業団 

                                                専務理事  新垣 郁男 

 

 平成２０年度に開所したファミリーハ

ウス「がじゅまるの家」が順調に五周年を

迎えました。当施設の開所に当たっては

「沖縄電力グループ百添会」や「ＮＰＯ法

人こども医療支援わらびの会」をはじめ関

係者の皆様の多大な御尽力が有ったもの

と承っており、改めて感謝の意を表したい

と思います。 

 沖縄県は宮古、八重山をはじめとして南

北大東島など国内有数の離島県であり、離

島の方々が医療を受けるために本島へ来

る際の負担はかなり重いものがあります。

このような負担の軽減のため、県立南部医

療センター・こども医療センターの建設に

際しては患者家族のための安価な宿泊施

設としてファミリーハウスの整備が強く

望まれたのでした。御承知のとおり、ファ

ミリーハウスは、自宅から遠く離れてこど

も病院等で治療を受ける子供達の家族が

利用者同士で支えあい安心して滞在でき

ることを目的とした施設です。こども医療

センターに隣接し、低廉な宿泊費と自分た

ちで食事を作ることができるなど経費節

減が図られ、お子さんの治療に不安なく取

り組むことができるように整備されてお

ります。 

 「がじゅまるの家」は鉄筋コンクリート

造りの一階建て・１０室で、当初の平成２

０年度の利用者数は２，８９８人で 稼働

率は５６．７％でしたが、その後は２１年

度３，２９６人（57.0％）、２２年度４，

３２２人（77.7％）、２３年度 ４，１２０

人（70.1％）、２４年度４，２２３人

（71.9％）、合計１８，８５９人（平均

67.0％）となっており、順調に利用されて

おります。利用者の内訳を見ますと約９千

人が沖縄県の離島、約８千人が北は北海道

から南は鹿児島県まで３５都府県の利用

でほぼ半々ですが、国内でも有数のこども

医療センターという専門病院が有り、それ

に隣接して安心して利用できる「がじゅま

るの家」が他県でも口コミで広がっている

ものと思われます。他県の利用では鹿児島

県が５，４１６人で断トツとなっており奄

美や与論島などの離島が本県に近いこと

がその理由と考えられます。また、外国の

方も台湾、インドネシアなど５６人の利用

実績があります。 

  ファミリーハウス「がじゅまるの家」の

運営についてはその趣旨に賛同された

方々から、利用者のために、缶詰、米など

の食材や洗剤、紙おむつなどの日用品の提

供がなされております。また、施設の清掃、

スタッフのお手伝いなどボランティア活

動の申し入れも多く、皆様の暖かい御支援

を受けております。この場を借りてお礼を

述べさせていただくとともに更なる御協

力をお願い申し上げます。 

  少子・高齢化は時代の流れですが、次世

代を担うこどもたちの医療支援のための

一施設として、「わらびの会」をはじめ関

係機関と連携し、離島や遠隔地の患者家族

が安心して利用できるように、今後ともフ

ァミリーハウス「がじゅまるの家」の充実

に努めてまいります。 



感 謝 で す  

 

宮城 まりや（ハウス利用者） 

 

 2 月中旬の朝、意

識がもうろうとす

る娘を抱え自宅近

くの北部病院へ。そ

の 5 時間後 救急車

でこども医療センターへ救急搬送となり

ました。小児血液腫瘍科の先生から説明を

うけ娘の元へ。小児集中治療室で機械に生

かされている娘をみて涙がとまりません

でした。先生からは「娘さんの生命力に頑

張ってもらうほかない」と言われ頭の中が

まっ白になりました。くわしい検査をして

もらった結果、急性リンパ性白血病と分か

りました。「まさか自分の子供が…」との

思いが強く現実を受けとめることができ

ずにいた私たちにＰＩＣＵの看護師さん

から『がじゅまるの家』を紹介され早速連

絡させていただきました。何をどのように

お話ししたのが今でも思い出せないので

すが、『がじゅまるの家』に着くと優しい

スタッフの方々が出迎えてくれたのだけ

ははっきりと覚えています。私たちのよう

に急な入院、遠方者にとって容体の安定し

ない娘、急な環境の変化にとまどう子供達

にとってそばで安心して利用できる宿泊

施設があったことを本当にありがたく思

います。何も考えられず娘や息子達のこれ

からのことも主人と話すこともできなか

ったのですが、部屋に案内されゆっくりと

すごすようになり夫婦で一緒に先生の話

し、これからの事を話す事ができ やっと

安心した感じがしました。夫婦で面会する

時も５才と３ヶ月の息子達を安心してボ

ランティアの保育士さんにみていただけ

いつも優しい言葉をかけていただいてま

した。ほんとうに助かりました。恥ずかし

がり屋の長男も「がじゅまるのおじちゃん、

おばちゃん」と遊んでもらいいろいろプレ

ゼントしていただき すっかり我が家のよ

うにすごしています。私たち家族の成長を

スタッフ皆様に見守っていただいている

ようです。入院してもうすぐ６ヶ月、入院

した時の事を思い出すと今でも涙がとま

りませんが 先週、主治医から退院できる

とのお話しがあり 嬉しくて涙があふれて

きました。バラバラだった家族がようやく

一緒に暮らせる幸せ。あたり前だった事が

突然変わってしまった私達にとって娘の

入院が本当にいろいろな方々からの優し

さをおしえてくれた６ヶ月でした。がじゅ

まるでの出会い娘の初めての外泊を自分

の事のように喜んではげまして下さった

利用者さん。一つ一つの出会い、優しさが

今では私の、私達家族の宝物となりました。

まだまだ先は長いですが私達家族に与え

ていただいたご恩を一生忘れず、いつか必

ず私達家族がご支援できるように努めて

いきたいと思っています。何度書いて、何

度 口にしてもたりないくらいですが『が

じゅまるの家』のスタッフの皆さん 本当

にありがとうございました。本当にお世話

になりました。 



「がじゅまるの家」に想いをよせて 

  

 

 

南  典 代（ハウス利用者）         

 

 昼過ぎに自家用車でフェリーに乗り込

み沖縄北部本部港まで約２時間半の船旅。

本部港到着後、フェリーを下りて車で名

護から那覇へ向かいます。帰宅ラッシュ

が落ち着く時間帯に那覇インターを出て、

目の前に「こども医療センター」が見え

てくるとやっと目的のファミリーハウス

「がじゅまるの家」に到着です。ハウス

のオープン直後から利用している私達家

族はハウスのスタッフの温かい笑顔に迎

えられると、沖縄の我が家に帰ってきた

ような安心感に包まれます。 

 がじゅまるの家の完成から５年。『沖縄

にファミリーハウスを作ろう！』の署名

活動に参加したのは 10年前のこと。こど

も医療センターの完成とともに我が家に

とって待望のハウスの完成でした。私が

沖縄県立那覇病院で予定日より３ヶ月も

早く体重も 1Kg に満たない超未熟児の双

子の女児を出産したのは10年前のことで

す。 

 当時は今のようなハウスもなく、離島

のから来ている人は病児の付き添いも含

め妊婦もホテル泊まり。入院が長期にな

る場合は家具家電付きの賃貸住宅を借り

るのが主流でした。私も例外ではなく、

経済的な不安はあったもの娘達に届ける

母乳を冷凍保存できる設備、何より NICU

に入った娘二人は危険な状態が続き、い

つ何時病院から呼ばれてもいいようにと

病院の近くに賃貸住宅を借りて通院する

ことを決心しました。 

 朝、冷凍母乳を持って娘達の面会に行

き、途中病院内で搾乳させてもらいなが

ら帰宅は夜。帰ると一人静かな部屋で病

院の娘達や、家に残した３人のその兄達

を思い不安と心細さで押しつぶされそう

になる毎日でした。そして４ヶ月余りの

賃貸生活の後、ホテルに移り娘達の退院

日を待つようになりました。 

 そして無事退院して家に帰ったもの、

島の病院では娘達を受け入れる設備がな

く、常勤の小児科医も不在。必然と県立

那覇病院への通院を余儀なくされました。

那覇までフェリーで４時間の船旅。ホテ

ルに宿泊し、付き添いは主人もしくは私

の母、時には小学生の兄達が小さい娘達

を一人ずつ抱っこして、それぞれ荷物を

抱えて4人でタクシーやバスでの大移動。

それでも小さい娘達はまだ弱よわしく、

二人揃って入退院の繰り返し。１年通し

て家庭での生活より沖縄での病院生活の

方が長いという生活が数年続きました。

そして二人に脳性まひなどの病状の変化

が表れ始め、リハビリ施設への通院・毎

年ごとの手術の予定と益々多忙を極めて

いきました。 

 当時は娘達の病状に向き合うことに必



死で、周囲が思っているほどの大変さを

感じる余裕はありませんでした。でも病

状が不安定になると『このまま家族で沖

縄に引っ越した方が・・』といった考え

がふと脳裏をよぎることもありました。

最近では娘達の成長とともに病状も落ち

着き、検診にも自家用車を運転して来る

ことで、以前より少し精神的に負担も軽

くなってきています。 

このような思いもありハウスの完成は、

長い病院生活を送る私達にとって救世主

のような存在でした。実際、ハウスが出

来たことで我が家は本当に救われたと思

っています。 

これから先もハウスの必要性は益々求

められてくると思います。私達のように

病児だけでなく、様々な不安を抱えたハ

ウス利用者が安心して治療に専任できる

環境。その重要な役割をハウスが担って

いるからです。 

色々な人達の思いが叶って出来たハウ

ス。利用者である私達が末長く大切に残

していくこと、スタッフの皆さんの優し

さに甘え過ぎずに、きれいなままハウス

を未来に引き継げるように。心身共に安

心して滞在できるハウスの存在があって

こそ家族で病気に立ち向かっていけると

思います。 

最後にこの場をお借りして、私達利用

者とハウスを陰ながら支えて下さってい

る多くの皆様に心から感謝申しあげます。 

これからもどうぞよろしくお願いしま

す。 

 

 



祝「がじゅまるの家」開所５周年 

 ～ ナイトマネージャーの回想 

 
ファミリーハウス「がじゅまるの家」 

ナイト マネージャー 玉城 盛松  

 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」は

今年５周年を迎える。2008 年６月１日オー

プン、記念すべき節目の年である。開所当

初からの職員の一人としてご同慶の至りで

ある。私と「がじゅまるの家」との関わり

は妻よし子を通してである。ナイトマネー

ジャーに推薦してくれたのである。わらび

の会の理事をしている妻からは「こども病

院」・滞在施設「ファミリーハウス」の設立

運動については、以前からよく聞かされて

いた。 

この設立運動なくして「こども病院」の

開院、「がじゅまるの家」の開所はあり得な

かった（とそう思う）ので、少し触れてみ

たい。 

1994 年１１月、全国心臓病の子どもを守

る会沖縄県支部（以下守る会）は「小児専

門病院の実現に向けて」について県立那覇

病院の細川裕平医師（小児循環外科）と共

同でアンケート調査を実施し、1996 年５月、

第２４回総会において「こども病院設立運

動」への取り組みを決議している。これが

設立運動の始まりである。この決議こそが

後々大きな輪となり、「こども病院・ファミ

リーハウス」が現実なものへと結実するの

である。守る会は６月には、沖縄自閉症児

者親の会など９他団体の協力を得て「沖縄

県にこども病院設立をめざして」の街頭署

名運動を開始し、その成果を県知事、県会

議長、関係機関へそれぞれ請願提出、県選

出国会議員にも国への働きかけを要請して

いる。こんな小さな団体が大きな仕事を推

進する背景には、当時県外で手術を受けた

重症心臓病児は、手術だけでなく外来受診

のため両親が長期滞在を余儀なくされたこ

とから、その結果、経済的な負担増、残さ

れた兄弟姉妹の心のケアなどの解消が現実

的なものとしてまず挙げられる。またこの

設立運動を率先垂範した中心的人物が存在

していたことだろう。 

『こども病院があれば重症の手術も可能

になる』と背中を強く押してくれた上記の

細川医師、と『沖縄にこども病院をつくろ

う』と提起し、設立運動を推進した守る会

の活動を高く評価し県民の一人として満腔

の敬意を表するものである。 

「こども病院・ファミリーハウス」の設

立運動の産声を上げてから１０年目の

2006 年４月１日、県民待望の「県立 南部

医療センター・こども医療センター」が開

院。間もなく「ファミリーハウス」も着工

され、竣工が間近になった頃、我が家の夕

食時に、妻からファミリーハウスの名称が

「がじゅまるの家」と命名、その表札の揮

亳を依頼されたこと、ナイトマネージャー

の募集があることなど初めて知らされた。 

ほどなくして、ナイトマネージャーの募

集については、「わらびの会」の女性軍も駆

り出されるかもしれないとの妻の話を聞く

に及んで、友人を誘って応募を決意した。

公務員を退職して１０年、齢７０歳。新た

な思いで５０年振りに就職のための履歴書

を書いた。心なしか書く手は震え３枚も失

敗した。 

いよいよ、2008 年４月１５日、辞令交付

式に臨んだ。ハウスマネージャーと共に私

達ナイトマネージャー３人は真栄田篤彦 

理事長から辞令書（ここでは辞令書ではな

く労働条件通知書）の交付を受けた。理事

長の挨拶のあと、就任挨拶で私はおよそ、

次のことを話したと記憶している。① 司書

の資格を生かし、がじゅまるの家「文庫」



の整理と充実を図りたい。② 構内の緑化と

清掃美化の推進。①についは寄贈図書に押

印し、登録番号、書名、著者名、出版事項

をパソコンに入力した図書を排架するとい

う簡単な作業と図書購入費の確保。５年経

った今では書架は満杯の状況だ。書架の増

設が望まれる。 

開所時のナイトマネージャーは空田仁

則、当真昭、城間三男、私の４名である。

城間氏は家庭の事情があって１月で退職。

若手でマネージャーの中心的な存在であっ

た空田氏が休みがちになり、在職８ヶ月で

家業に専念するため辞職している。その穴

埋めを「わらびの会」の理事が対応して急

場を凌いでいる。シフトの遣り繰りが偲ば

れる。その後、１０名の入れ替わりがあっ

たが、現在は神谷充、宮城清、伊江朝正、

玉城盛松の４名がナイトマネージャーと

して職務に専念している。草創期のころ、

空田氏には、ナイトマネージャー仮眠用ソ

ファーベットの提供、がじゅまるの家の「ユ

ニホーム」の図案化とその製品をスタッフ

にプレゼント、仮眠室の整備などなどをし

て頂いた。記して感謝したい。また、残念

なことに 2008 年９月から 2012 年３月まで

スタッフだった座波盛吉さんが今年１月

に急逝された。惜しい仲間を失いました。

氏は得意の溶接技術を活かして鯉のぼり掲

揚台の製作、菜園畑造りの提案と作製の推

進を遺憾なく発揮してくれました。３年６

カ月に亘るご尽力に感謝し、ご冥福を祈り

ます。 

開所３日目 ６月３日は、私の初出勤日で

ある。当日の勤務内容はなぜかよく覚えて

いない。覚えているのはナイトマネージャ

ーが仮眠を取る警備室（玄関横に位置し、

外部を見渡せる窓があり、机とベッドがあり、

警報機器が見やすい壁に設置している施設）

がないということである。あるのは、事務

室の一角に中古のソファーベットが置かれ

ているのみである。本来の警備室と現実の

落差に衝撃を受けた。その日は寝具一つな

いベッドでの仮眠となるが、一晩中まんじ

りともしないで夜を明かす。忘れる事の出

来ない「がじゅまるの家」の第一印象であ

る。現在は事務室内に「仮眠室」は整備さ

れており、オープン時とは隔世の感がある。 

私たちナイトマネージャーの職務内容は

夜間時（２１時～９時）のファミリーハウ

ス管理、その他「わらびの会」が指示する

業務となっている。 具体的には １）館

内外の巡視、設備の管理 ２）緊急時及び

緊急利用者への対応 ３）利用者への対応

（夜間の安全管理と対応・貸し出し物品等の

精算・鍵の受け渡し）と「労働条件通知書」

で示されている。「がじゅまるの家」をスム

ーズに運営するために本務外のボランティ

ア的な月２本のミーティング（スタッフミ

ーティング・ナイトミーティング）と種種

の作業（館内の供用スペースの掃除、外回

り・駐車場の掃除，散水・除草作業、植栽・

植木の手入れ、ゴミの搬出など）をそれぞ

れが自主的に実施している。 

がじゅまるの家は「２４時間」体制で滞

在者のニーズに応えている。その夜間１２

時間をカバーしているナイトマネージャー

が最も心がけているのは火災の早期発見、

急患の迅速な対応、侵入者防止などである。

幸いにも開所以来、火災・不審者侵入はゼ

ロ。急患発生は数件あり、うち２件は救急

車を要請している。 

与えられた紙数がつきたので、最後に各

室に置かれている「伝言ノート」に寄せら

れた「利用者の声」を紹介する。「声」はス

タッフへの感謝の言葉があふれている。 

『いつ来ても家族のように 又、自分の家

に帰るように落ち着いて安心できる「がじ

ゅまるの家」。きっとスタッフの皆さんのあ

たたかい心のおかげだと思います。』 

私もスタッフの一人として「がじゅまる

の家」が今後も十分なホスピタリティを発

揮できる活動が続けられるようお手伝いを

していきたいと思う。

 



それぞれの支え 

 
ファミリーハウス「がじゅまるの家」 

ハウスマネージャ 比嘉 美奈子  

 
今年の 6 月に「ファミリーハウスが

じゅまるの家」は開所 5 年目を迎えま

した。 
沖縄では初めての施設で開所前には、

スタッフ一同で連日「がじゅまるの家」

に集まり、何が必要なのか？何が足り

ないのか？等と話し合いながら、手作

りのカフェカーテンを縫ったり書類を

揃えたりと忙しい日々を過ごしていた

のを思い出します。 
「どんなハウスにして行けば良いの

だろう？自分たちはどんな役割を求め

られているのだろうか？」と思案しな

がらも期待に胸をおどらせて、みんな

で作業をしていました。 
特に、利用者の方々とはどのように

関わり、接していくのかということに

対し神経を尖らせていたように思いま

す。最初の頃はスタッフも不慣れなこ

とばかりで利用者さんを不安にさせて

しまったこともあったでしょう。 
しかし、５年の月日がたち思うこと

は、スタッフは側に寄り添うだけで利

用者の方々が自分たちで「がじゅまる

の家」を作りあげていっているのだと

いうことです。 
先日、そのことを実感する光景を見か

けました。 
ハウスを利用する方はお子さんが病気

やけがの治療、手術、入院と大変な状 

況であることがほとんどですが、気が

滅入ってしまって食事を摂ることがで

きない若いお母さんに「たくさん作り

すぎたから一緒に食べよう」と声をか

け、食卓を囲んで話し相手になってい

る姿です。その方もお子さんが心配な

状況でしたが… 
日に日に、その若いお母さんも食事

を作って摂れるようになり、笑顔をた

くさん見せてくれるようになっていき

ました。 
それぞれが悩みを相談し合い、喜び

も哀しみも分かち合い利用者同士で声

を掛け合い励まし合っています。 
最近は、利用される方も増えて予約

が取れないこともあります。同日にチ

ェックアウト、チェックインが何件も

という場合はボランティアの方もきて

くれるし、利用者さんが助けてくれる

こともあります。 
私も利用者さんやボランティアの

方々、スタッフのみんなに支えられ助

けてもらっているのです。 
私の５年目の課題はこれまでと同じ

「がじゅまるの家」を利用なさる方が

心地良く過ごせるように、ボランティ

アの方々がやりがいをもって活動でき

る場所であるよう心がけていきたいと

思います。 



★ ファミリーハウス「がじゅまるの家」利用者の声 

（利用者ノートより 平成24年4月～平成25年9月） 

 

＊ 宮古島で子どもが水の事故にあい、急な入院となりました。埼玉からの観光ということで大変不安

でしたがスタッフの皆さんの温かな対応に感謝しております。部屋もきれいで生活するのにとても充

実しており、助かりました。おかげ様で今日（8/15）無事退院することができました。8/10の水の事

故の時は、きょうだい2 人の命を奪われると必死に助け、気付いた時は宮古病院そしてこちらの病院

でお世話になっていました。病院の方に「がじゅまるの家」を紹介していただきました。6 日間たく

さんの心遣いをいただき本当にありがとうございました。今日家族4 人で埼玉へ帰れることうれしく

思います。宮古島の方々、小児病院の方々、そしてがじゅまるの家の皆さんに感謝、感謝です。大変

お世話になり、ありがとうございました。               埼玉県深谷市  Ｎさん 

 

＊ 4月、緊急帝王切開で小さな小さな女の子が生まれました。お腹の手術や感染症等々、点滴もいっ

ぱいつけて痛いのも辛いのも乗り越え4ヶ月頑張ってきましたが8月24日私の赤ちゃんは天使になり

ました。離島から来て家族と離れて過ごした私にとって、ファミリーハウス「がじゅまるの家」は精

神的に経済的にも助けられたし、スタッフの皆さんとの会話にどれだけ救われた事でしょう。本当に

お世話になりました。スタッフの方々、これからも素敵な笑顔で利用者さん達を癒していって下さい

ね。いつまでもお元気でお過ごしください。ありがとうございました！！沖縄に遊びに来た際は顔出

しにきますので、よろしくお願いしますね～。               徳之島町  Ｎさん 

 

＊「がじゅまるの家」を利用させていただいたのは2 回目です。今回は息子の手術ということもあっ

て様々な不安を抱えていた中、宿泊先については何の心配もなく沖縄に向かうことができました。む

しろ、がじゅまるスタッフの皆様にまたお会いできることが楽しみでした。今回の入院をきっかけに

沢山の方々とのステキな出逢いもありました。がじゅまる利用者の方々にもいろいろと支えられまし

た。みんなの温かい気持ちがいっぱい詰まった「がじゅまるの家」に心から感謝しています。 

茨城県  Ｙさん 

 

＊ 妊娠 36 週でお腹の子の心臓の奇形が見つかり、37 週で石垣から来ました。「がじゅまるの家」の

スタッフの方に「お腹の子も1人の子供」という事で出産前からお世話になりました。7/18無事、男

の子が産まれました。産まれた二男坊は“ファロー四徴症”という心臓病と“ダウン症”という個性

を持っています。 ＮＩＣＵからＧＣＵ、小児病棟と転床し、8/31に“シャント手術”を受けました。

経過はゆっくりだけど順調です。近々、小児病棟に戻れると思います。これまで自身の入院中と小児

病棟にいた間以外の日々をここ「がじゅまる」で過ごさせてもらってます。スタッフの方々の優しい

笑顔、心使いにすごく癒され、色んなアドバイスのお話もすごく有り難いものでした。私達のような

離島に暮らす者にとって、ここ「がじゅまる」は、本当に有り難い施設です。金銭的にも、精神的に

も、体力的にも… 「がじゅまる」を支えて下さっているスタッフの皆様には感謝の気持ちでいっぱ

いです。お体には気を付けて、私たち利用者を支えて下さいね。これからも宜しくお願いします。 

石垣市 Ｍさん 



＊ 沖縄に来たのはこれで3度目です。1回目は２０才代前半、友人とのツアー旅行、２回目は今年の

夏名桜大学に行っている息子(１９才）に会いに。６年生の三男と二人で。そして今回３回目は海の事

故で病院に運ばれた息子に会いに一人で。とにかく息子の回復のことへの望みしか頭になかったので

自分の宿のことなんて少しも考えてはいませんでした。どちらかと言えばそんなのどうでもいいとい

う思いでした。ところが病室で看護師さんの方からこちらの家のことを紹介していただき、たまたま

一部屋空いているからということで特別に入れて下さり、一日泊まることができました。スタッフの

方々は皆さん親切で1つ1つていねいに説明して下さり心から救われました。今回、息子の事故のお

知らせを聞いてから二日間くらいは言いようのない悲しみにおそわれ苦しい日々を過ごしました。熊

本からやっとの思いでかけつけた初日にこのような宿泊施設に泊まれたことは私にとっても一生の思

い出になります。熊本にはこのような仕組みはないのではないかと思います。沖縄は素晴らしいです

ね。息子が沖縄の大学に来たのも何かの縁に導かれてのことでしょう。息子が元気に元通りに元気に

なれたこと、がじゅまるの家に宿泊出来たこと私の心の財産にしたいと思います。ありがとうござい

ました。 

熊本県 Ｎさん 

 

＊ 0才で透析することになる息子に付きっきりで、まだ2歳の姉に何もしてやれずただ淋しい思いを

させている私達夫婦はとてもつらかった。でも、この施設を利用することで、ようやく4 人家族が揃

いました。息子は、入院が一年以上必要と言われており、子供たちに家族の大切さ、温かさを教える

ことが難しいと、悩んでいましたがここのお陰でお互いの肌の温もりを感じることが出来そうです。

まだ姉に慣れない弟ですが、この第二の家で家族の絆を強めたい。これからも長期でお世話になると

思いますが、大切に利用させて頂きたいです。 

うるま市 Ｎさん 

 

＊ 初めてがじゅまるの家を訪れました。八重山病院からの紹介で、こども医療センターを受診するこ

とになり、宿泊に悩んでいた時に紹介されました。航空運賃・受診料などを考えると「がじゅまるの

家」の紹介には心が救われました。離島からの来島というリスクを、何も考えさせられないほど「さ

くらの部屋」で、親子共々、くつろぐことができました。スタッフさんの心、気使いに心を打たれ、

胸がいっぱいに・・・ありがとう。和室ということもあり、家で過ごしている感じで、子供もリラッ

クスでき、翌日には元気よく、ストレスもなく受診することができると思います。この｢がじゅまるの

家｣が長く続くように、私も感謝の心を忘れずに子供と共に成長していきたいです。また、利用するこ

とになるかもしれませんが、その時も是非、利用したいです。スタッフさんの笑顔、本当に癒され、

なごまされました。ありがとうございます。一泊だけの利用となりましたが・・。家で過ごしている

感覚で過ごすことができました。本当にありがとうございました。 

石垣市 Ａさん 

 

＊ 沖縄に来るのは2回目です。5才の息子の三角頭蓋の手術の為、今回は2週間以上の長期滞在です。

1 才半の娘がいるので病院ボランティアが休みの週末はがじゅまるの家で保育をして頂き、その間に

買い物に行けて大変助かりました。病院で息子の付き添いをしている主人も毎日こちらで休息したり、



入浴でき大変有り難いです。本当に我が家のように過ごさせて頂き、感謝しております。また今後の

検診の時もお世話になりますがよろしくお願いします。 

和歌山県 Ｉさん 

 

＊ 12月27日に次女が〝重症新生児仮死“で宮古島からヘリで緊急搬送されて、私は手術後だったの

で一週間後に沖縄に来る予定でした。南部医療センターの方から｢がじゅまるの家｣を紹介してもらい、

長女と二人で宿泊させてもらう事になりました。スタッフのみなさんも最初から親切で、設備も整っ

ていて、本当に家から病院に通っているかのようでした。お陰様で次女も小さな体で頑張り、3 週間

でやっとの事退院する事になりました。（長かった～）一緒に宿泊されていた方々もみんな親切でフレ

ンドリーな方々ばかりいて、感謝、感謝の毎日でした。まだまだ入院が続く方がたくさんいらっしゃ

いますが、早く退院できるように願っています。宮古島に帰っても“がじゅまるの家”の事は忘れる

事はないでしょう。沖縄に来る事があったら、またあいさつによらせてもらいます。ありがとうござ

いました。 

宮古島市 Ｋさん 

 

＊ 今回、孫の手術（娘の長男）のため、娘の手伝いに和歌山から来ました。検査入院、通院の度にお

世話になっているとお聞きしていましたが、本当に家族のように心配して頂き、私も初めて利用させ

て頂きましたが、夜中に来たのに本当に温かくお声をかけて頂きありがとうございました。毎日、娘

に炊きたてのご飯を届けることができて感謝しています。遠く離れている娘と孫に普段何もしてあげ

る事が出来ませんでしたが、ここに来させて頂いたお陰で毎日朝から夜までゆっくりと３人の時間を

とらせて頂けた事、本当にありがとうございました。ここに来られている方々とお話をさせて頂きま

した。本当にがじゅまるの家の素晴らしさに感動しています。がじゅまるの家のスタッフの皆様、本

当にありがとうございます。お身体に気を付けてくださいね。じゃが芋、いんげん、春菊ごちそうさ

までした。おいしかったです。ありがとうございました。 

和歌山県 Ｄさん 

 

＊ 二人目の子を妊娠し、長男とともに 夫の勤務で奄美に住んでいた娘が切迫早産で緊急入院。（3/1） 

 四日後に施設の整った那覇市立病院に救急搬送されました。（3/4） 

 私は一人で娘の病院へ。（3/7） 

 ベットに横たわる娘の姿は不安と悲しみでいっぱい。これまでみたこともないものでした。私を見

るや泣き出して…。日がたつにつれて病院の方々の声掛けに支えられ、励まされ、少しずつ不安、緊

張から解放され娘の心が和らぐのを感じました。動けない娘の世話をしてくださる人をケアマネージ

ャーさんが紹介して下さり、がじゅまるの家の情報を提供して下さいました。私は、少し安心して鳥

取に帰りました。入れ替わりに長男を連れて夫と夫の母親が娘に会いに来てくれました。二週間ぶり

に我が子に会えて、娘がどれだけ喜んだことか。容易に想像できます。喜びもあっという間。長男を

鳥取に連れて（3/16）、夫は奄美で仕事に専念。息子は鳥取、夫は奄美、そして、私の娘は沖縄と、家

族3人がばらばらに。必ず4人（生まれてくる赤ちゃんも含めて）が一緒に暮らす日が来るのを夢み

て、それぞれ、寂しさや不安と戦って、我々祖父母もできるだけ赤ちゃんが予定までお腹で・・・と



祈る毎日でした。第一目標の一週間が過ぎ、次の一週間。そして、三十週に、五月二十日に臨月を迎

えました。五月二十四日に「37週の5/27に点滴をやめる」と娘から連絡。薬がきれると生まれる！！

と、私は娘にがじゅまるの家の予約を頼み再び沖縄へ。（5/27）待っていたかのように陣痛が始まり無

事出産を迎えることができました。母子共に元気で、本当に感謝です。娘が落ち着いて、私はがじゅ

まるの家へ。「おかえりなさい」の言葉、本当に本当にありがたくて。丁寧な説明の後、ボランティア

の方々からの支援にあまえそうめんを茹でて夕食をいただきました。涙が止まりませんでした。部屋

でゆっくりパンフレット、伝言ノートを読みまた感動の涙涙でした。ありがとうございます。多くの

方々が、このがじゅまるの家で過ごし元気をもらって癒されて頑張ることができたこと。できること。

がじゅまるの家が多くの人に支えられていること。がじゅまるの家のスタッフの方々が利用者のお世

話をしながら研修等に励んでおられること。すばらしい理念のもとに献身的に動いて下さっているこ

と等などを知り私も少しでも恩返しをしようと思っています。困った時には一人じゃない。まわりに

多くの支えがあること、困った人に気づき支えになってあげることを心しておきたいものです。がじ

ゅまるの家のスタッフのみなさん、陰で支えて下さっている多くの方々、そして、沖縄のみなさま本

当にありがとうございました。たくさんの人の支えに助けられ生まれてくることができた。しあわせ

なＳちゃんの鳥取の祖母でした。 

鳥取県  Yさん 

 

＊ 離島(西表)から来て、このような宿泊場所があり感謝しています。家族みんなで、家のようにくつ

ろぐことができました。ありがとうございました。すみずみまでスタッフのみなさんの心が行き届い

て、こんな居心地の良い場所になっているんだなあと思いました。遠くからも何かの形でサポートで

きたらいいなと思います。本当にありがとうございました。 

竹富町  Ｍさん 

 

＊ 「がじゅまるの家」の存在は、とても貴重です。心臓疾患を持っている息子は、手術後22 年間、

定期的に病院を利用しなければいけません。そのたび離島から来る私達は、医療費より交通費や宿泊

費が高額で、又、病院の近く利用できる宿泊施設がなく、本当に大変でした。長期間「がじゅまるの

家」を利用したのは今回がはじめてでしたが、職員の皆さんのあたたかい気くばりや心づかいに、心

も身体もゆっくり休める事ができ、ありがたかったです。明日から又、再入院！！もうしばらく利用

する事になると思いますが、よろしくお願いします。 

宮古島市  Ｋさん 

 

＊ 約３ヵ月・・・家族共々、大変お世話になりました。徳之島から緊急搬送になり身内もいない沖縄

で最初は不安なことばかりでしたが、がじゅまるのスタッフさん一人一人が母親のように温かい人達

でいつも見守ってくれありがとうございました。私の心のケアから娘のことなど色々と気にかけ手助

けして頂きました。ハウスでのお預かりで保育士さん、スタッフさんもいてくれるので病院に行って

いる間は、安心して預けることができました。又、ハウスではスタッフさんを含め他の利用者の方と

も仲良くなれ、それぞれ悩みをうちあけたりすることもでき、大家族で過ごしているような楽しい日々

もありました。病院から疲れて帰ってくるとほっとできるこの場所があったからここまで乗り越えて



いけたと思います。残念ながら退院は叶わなかったのですが、ここでの生活、そして娘が私達家族に

沢山のことを教えてくれた数カ月だったと思っています。これからも家族で支え合って一歩ずつ…  

一歩ずつ…  前を向いて歩いて行こうと思います。本当にありがとうございました。 

徳之島  Iさん 

 

＊ 石垣島より自衛隊機によって、息子(1２才)が緊急搬送されました。最初は何が何だかわからず、

ＰＩＣＵに横たわる息子をみて、ただ、妻と二人涙が止まりませんでした。数日後、手術にて頭部に

溜まった水を抜きとり、少しだけ回復した際は、病院の方々が神様のように輝いてみえました。しか

しながら、脳胚細胞腫と診断され、現在も闘病中です。病院より紹介いただき「がじゅまるの家」に

お世話になることになりましたが、スタッフの皆様のあたたかい心づかいに感謝致します。今後も闘

病中の息子を含め、家族で病気に打ち勝つことを固く決意しております。また、お世話になる際は、

よろしくお願いします。 

石垣市 Ｎさん 

 

＊  2月中旬に娘が入院して初めての外泊となり、2ヶ月半ぶりに家族が揃い寝食を共にしました。あ

たりまえのように家族が揃い過ごすということが、今の私達にはどこへ出かけるよりも嬉しく何気な

いことで笑えることがなんて幸せなんだろうと今、日々感じています。抗癌剤治療がクールごとに落

ち着くとまた外泊できるかもしれません。その時はまたよろしくお願いします。   

名護市 Ｍさん 

 

＊ H25.6.27 妊娠 28 週で突然の破水を経験し,奄美大島から南部医療センターヘリ救急搬送されまし

た。その後約1ヶ月,赤ちゃんはおなかの中にとどまってくれたおかげで32週4日で自然分娩で出産

しました。その日は祖母の誕生日…家族へのステキなプレゼントとなりましたがじゅまるの家は早く

から家族（だんなさん・母）がお世話になり,ホッとやすらげる癒しの場所でした。ハウスのスタッフ

の温かい言葉やこまやかな気配りに元気づけられ,長くなってしまった滞在も苦ではなかったです。こ

のがじゅまるの家で過ごした人と人との助け合い,支え合う精神をまわりの人達へ伝え,よりよく過ご

せる社会をつくっていきたいです。これからの私の人生においての貴重な体験の場でもありました。

ありがとうございました♡これから訪れる人達のお幸せを願っています 。 

奄美大島  Ｆさん 

 

＊ 6月には娘の心臓の手術のためこちらを利用させてもらい、今回は術後の検査のため利用させても

らいました！！チェックインがお昼だったのに快く「Ｎさんお帰りなさい！」と迎えていただいたう

えに覚えていてくれたのがすごい嬉しかったです。娘の体調と妊婦の私の体調のことまで心配してく

れて「すごい、居心地のいい場所だなぁ」と思いました。今のところ娘の術後の経過は順調なので次

の利用は10月頃になります。また次会える日を楽しみにしていますね 。 

久米島町  Ｎさん 

 

 



＊ 再び半年振りにお世話になりました。 

 今回は息子のメガネを無事に作ることができました。メガネ屋さんも驚く程の度数でしたが幸いレ

ンズの在庫があり、その場で作ってもらうことができ、持ち帰ることができました。息子はさすがに

まだ慣れないようで、しばらくするとはずしてしまいますが「見える」と感じているようです。今ま

では裸眼で過ごせてこれましたが少し世界が広がるのではないかなと期待しています。次回は8 月の

予定です。メガネをしっかりかけこなせ、今よりもっともっとお兄ちゃんになった息子に会わせたい

と思います。毎回毎回、あたたかく迎えてくださりありがとうございます。「がじゅまるの家」のおか

げでじっくりしっかり通院できます。心より感謝致します。 

沖永良部島 Ｏさん 

 

＊ とっても温かく迎えて頂きましてありがとうございます。お陰様で娘の手術も成功です。元気で中

国へ帰ることができました。本当にありがとうございました。 

中国 Ｙさん 

 

＊ いつもいつも、ありがとうございます。 

 最近はＮちゃんの痙攣発作が毎日あり、今増やしている薬が効いてくれることを願う日々でござい

ます。がじゅまるの家に来るたびにスタッフの皆さんが子供の成長を教えてくださり、頑張る気力を

くださいます。また来月 利用します。玄関のひまわり、とてもきれいですね！！ 

与論町  Ｙさん 

 

＊ 今回はじめて「がじゅまるの家」を利用させて頂きました。ありがとうございました。 

 娘の精密検査の為、頭の中がパニック状態のまま沖縄へ来て、今日まで緊張いっぱいいっぱいでし

た…。無事に検査も終わり、思ったより良い状況で帰島できることをありがたく思います。 

 予約時から、丁寧な対応をして頂き、部屋が空いた際も連絡してくださり、ありがとうございます。 

 １４年前に県立那覇病院で、未熟児で生まれた娘。あの時はこのような施設もなく、ウィークリー

マンションに、一人で一ヶ月もすごしたことを覚えています。ＮＩＣＵのスタッフの方が、支えてく

ださいましたが、今こういう場所があり、温かく声をかけてくださる方々がいらっしゃることを、本

当にうれしく、心強く思います。そしてかつての私のように心細い状態で不安に感じるママ達もゆっ

くりすごして、また明日、すてきな笑顔でいてくださったら …と思います。 

 本当にありがとうございます。スタッフの方々、お体を大切にされてすてきな笑顔をいつまでも見

せて下さい。 

沖永良部島 Iさん 



「がじゅまるの家」における 
 手作りボランティア『フルール』の活動 

 
ハウス マネージャー 
手作りボランティア世話人 

  谷口 曜子 
 

 
ファミリーハウス「がじゅまるの家」の玄関を入ると

訪れる人達をたくさんの愛らしい手作り品が迎え心を

なごませてくれます。ファミリーハウス「がじゅまるの

家」では手作りボランティアが活動しています。 

 
 

活動日は 毎週木曜日 10：30～12：30  

活動内容はバザーなどで販売する小物作り、ハウ

ス内で使用するもの（トイレットペーパー入れ、カ

バー類）、居室や廊下の掲示物の作成、利用者さん

への手づくり教室などです。              
バザーでの収益は「がじゅまるの家」や「わらびの

会」へ寄贈しています。 
 
 
これまでの主な活動経緯 
・ 2010 年 9 月 … 5 名で活動スタート 
・ 2010 年 11 月 … ハウスチャリティーバザー参加   
・ 2011 年 11 月 … ハウスチャリティーバザー参加 
・ 2012 年 9 月  … チャリティーコンサートにて手作り品販売 
・ 2012 年 11 月 … 「ハウスまつり」参加 
 

 



私達『フルール』は利用者さんが家にいるようなおだやかな心、温かい心を

満たして欲しいと願い活動しています。『フルール』とはフランス語で「花」を

意味します。私達の作った手作りの品で「花」の

ように癒しをあたえることができたらうれしい

です。私達メンバーは、40 代から 70 代、12 名

の個性あふれる集まりです。利用者さんとのふれ

あいやボランティア参加により、メンバー自身も

成長しました。「がじゅまるの家」への感謝の気

持ちでいっぱいです。これからも皆さんに喜んで

いただける物を作っていきたいと思います。 
 

 今年開催される第 14 回 JHHH ネットワーク会議の参加者へのプレゼントと

して「がじゅまるの家」のマスコットを 心をこめて作りました。皆さんに喜ん

で頂けたらうれしいです。 

 
 



沖縄電力 平成 25 年新入社員３０人によるボランティア活動 

 

 

ファミリーハウス「がじゅまるの家」は、沖縄電力グループ百添会が１０周年記念事業

として建設下さり、平成２０年開所しました。開所以来今日まで当ハウスをご支援頂いて

います。感謝申し上げます。毎年、対話旬間による社員のボランティア活動がその一つで

すが、さらに、今年は新入社員への「地域貢献意識の醸成」を図る目的でボランティア活

動が計画なされて「がじゅまるの家」で実施いただきました。 

３０人の新入社員は、活動に入る前にオリエンテーションを行い、わらびの会の設立目

的、活動内容そして、がじゅまるの家が開所に至る背景、運営状況など理解いただき、ボ

ランティア活動に入ってもらいました。活動は６月８・９・15 日と土曜日の週休を利用し

て効率よく作業ができるようにと５人１グループの６グループをつくり、屋内外の清掃を

していただきました。新入社員の皆さんありがとうございました。ボランティア活動を終

えて３０人の皆さんが感想を寄せて下さいました。お二人の感想を紹介させて頂きました。 

 

【 活 動 を 終 え て の 感 想 】 

１グループ  金城 圭寿 

  ・離島から来たお客さまを思いやる気持ち、それが今回のボランティアで感じたいと思っ

ていたことでした。がじゅまるの家のホームページを見ると、ご利用者の声というページ

があります。その中で特に印象的で多い感想が「まるで自分の家にいるようでほっと一息

つけました。」、 

「清潔で安心して過ごすことができました。」という感謝の文章です。この様子が冒頭の 

思いやる気持ちに繋がるのだろうと思い、ボランティアで注目しました。 

実際に私達のグループはキッチン周りとリビングの掃除をしましたが、特にリビングは掃

除で汚れを取っている気がしない程きれいに保たれており、丁寧に施設が扱われていまし

た。お客さまが気持ちよく宿泊できるようにすることで、お客さまも施設を大切に使われ

ており、良い循環ががじゅまるの家で回っているのだなと感じました。しかしながらボラ

ンティアの最中、ところどころお客さまが困っていることがありました。それは、慣れな

いキッチンにおける調理器具の配置や、IHの使い方がわからないということです。そのた

め、IH の使い方や器具や調味料の配置図を IH の普及がてら、また来て作ってみようと思

いました。また、あらかた片付いた後にリビングの遅いパソコンを高速化すると、事務の

パソコンもまた今度やってほしいと頼まれ、それに釣られて 2 週間後の帰宅時に訪ねまし

た。電話でアポイントの確認を取ると、すぐに「ああ、パソコンの金城さんですね。」と

名前を当てられ、覚えていることに驚きました。パソコンの高速化の作業中、ご利用者が

外から戻ってこられ、「いやー、帰ってこれてよかったよー」と笑顔の様子に、本当にほ

っと安心しているのだなと思いました。また、スタッフの方が私の自宅から 100ｍ程の近



所の方で、がじゅまるの家のボランティアが身近に感じられました。今回のボランティア

を通じて、ボランティアというのは何かに奉仕するという貢献的な気持ちだけではなく、

その場所、地域の人達との関わりだと感じました。相手を思いやる気持ちが施設の清潔さ

など、お客さまが自分の家にいるかのような安心感を生みだすのだと学びました。 

 

 ２グループ  島袋 圭人  

・ 私たちグループは５人で構成されており活動内容は、がじゅまるの家の隣にある

「がじゅまるの森」の草刈作業でした。最初、屋外の草刈作業よりも屋内清掃のほうが楽

しそうで良かったなと思っていました。そんな気持ちで作業を始めたのですが、周りを見

渡すとグループの皆が汗をかきながら一生懸命に作業している姿があり嬉しい気持ちが

こみ上げてきました。私は今までこのようなボランティア活動をしたことがなく、積極的

でもありませんでした。しかし、皆のボランティア活動に対する姿勢を見ていくとわたし

も頑張ろうという気持ちになり、そして、徐々にきれいになっていく森をみていくにつれ

達成感を感じました。もちろん、ボランティア活動で感謝されることは嬉しいですが、そ

れよりも仲間と力を合わせ達成するという経験をすることが私にとっては大きな収穫で

した。私自身も良い経験ができ、それによって助かる人がいて感謝される。そのようなＷ

ＩＮ－ＷＩＮな関係ができたので、今回このボランティア活動ができ良かったと感じてい

ます。 

私にとって今回は初めてのボランティア活動であり、作業中にがじゅまるの森で不発弾が

発見されるなどの予想外の事態も重なり、私の中でとても記憶に残る一日でした。ボラン

ティア活動に対する考え方も以前とは違い、次回このような機会があったときはさらに積

極的にできると、そう思っています。 

 

 

 男子共用トイレの清掃 ボランティア活動 

  事前オリエンテーション 



本島 離島 計

6 30 173 57.7% 27 88 115 156 271

7 31 175 56.5% 17 130 147 120 267

8 31 194 62.6% 59 148 207 173 380

9 30 77 25.7% 8 69 77 58 135

10 31 209 67.4% 59 180 239 79 318

11 30 169 56.3% 72 183 255 33 288

12 31 174 56.1% 28 154 182 121 303

1 31 150 48.4% 32 134 166 74 240

2 28 191 68.2% 0 163 163 109 272

3 31 211 68.1% 0 180 180 244 424

計 304 1,723 56.7% 302 1,429 1,731 1,167 2,898

居住地別利用者数(人)

　　　　　　(公財）沖縄県保健医療福祉事業団より

稼動率 沖 縄 県
県外 合計

平成20年度

ファミリーハウス「がじゅまるの家」利用状況

平成20年6月1日から平成21年3月31日まで

利 用 者 数 ( 人 )
月
営業
日数

利用室
数

11%

49%

40%

利用者の居住地

離島

本島

県外

0%
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20%

30%
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60%

70%

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

稼動率

月

沖 縄 県 1,731 鹿児島県 623 埼 玉 県 125 大 阪 府 106
東 京 都 72 徳 島 県 71 兵 庫 県 44 栃 木 県 33
愛 知 県 30 福 岡 県 24 神奈川県 14 岩 手 県 11
北 海 道 10 香 川 県 3 宮 崎 県 1 計 2,898



本島 離島 計
4 30 120 40.0% 50 59 109 75 184

5 31 153 49.4% 58 26 84 211 295

6 30 123 41.0% 4 106 110 105 215

7 31 216 69.7% 37 80 117 261 378

8 31 181 58.4% 14 106 120 169 289

9 30 182 60.7% 24 70 94 196 290

10 31 159 51.3% 6 95 101 118 219

11 30 159 53.0% 34 79 113 91 204

12 31 200 64.5% 0 111 111 172 283

1 31 253 81.6% 15 209 224 184 408

2 28 198 70.7% 15 75 90 216 306

3 31 135 43.5% 41 47 88 137 225

計 365 2,079 57.0% 298 1,063 1,361 1,935 3,296

前年度稼働率:56.7%

居住地別利用者数(人)

　　　　　　(公財）沖縄県保健医療福祉事業団より

合計

平成21年度

ファミリーハウス「がじゅまるの家」利用状況

平成21年4月1日から平成22年3月31日まで

利 用 者 数 ( 人 )
月
営業
日数

利用室
数

稼動率 沖 縄 県
県外

9%

32%

59%

利用者の居住地

離島

本島県外

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

稼動率

月

沖 縄 県 1,361 鹿児島県 1,344 東 京 都 173 福 岡 県 84
愛 知 県 68 滋 賀 県 48 埼 玉 県 45 岩 手 県 26
千 葉 県 25 神奈川県 22 大 阪 府 18 宮 崎 県 16
栃 木 県 13 兵 庫 県 10 愛 媛 県 9 北 海 道 7

熊 本 県 6 茨 城 県 5 その他４県 16 計 3,296



本 島 離 島 計

4 30 175 58.3% 26 124 150 99 249

5 31 239 77.1% 10 182 192 124 316

6 30 268 89.3% 30 185 215 155 370

7 31 291 93.9% 31 247 278 129 407

8 31 253 81.6% 29 255 284 231 515

9 30 201 67.0% 11 212 223 129 352

10 31 239 77.1% 18 249 267 94 361

11 30 229 76.3% 49 146 195 108 303

12 31 267 86.1% 45 316 361 71 432

1 31 202 65.2% 11 207 218 106 324

2 28 210 75.0% 0 234 234 77 311

3 31 261 84.2% 0 241 241 141 382

計 365 2,835 77.7% 260 2,598 2,858 1,464 4,322

H21年度 稼働率:57.0%, H20年度 稼働率:56.7%

居住地別利用者数(人)

月
営業
日数

利用
室数

稼働率

平成22年度

ファミリーハウス「がじゅまるの家」利用状況
平成22年4月1日から平成23年3月31日まで

利用者数(人)

沖 縄 県
県 外 合　計

6%

60%

34%

利用者の居住地

離島

本島

県外
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40%

60%

80%

100%

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

稼働率

月

（財）沖縄県保健医療福祉事業団より

沖 縄 県 2,858 鹿児島県 1,042 兵 庫 県 81 長 崎 県 45

愛 知 県 35 福 岡 県 29 神奈川県 28 大 阪 府 28

埼 玉 県 26 滋 賀 県 22 静 岡 県 20 京 都 府 18

東 京 都 16 長 野 県 14 群 馬 県 10 広 島 県 9

岐 阜 県 7 岡 山 県 6 その他６県 28 計 4,322



本島 離島 計
4 30 199 66.3% 11 176 187 92 279
5 31 174 56.1% 17 258 275 75 350
6 30 196 65.3% 12 166 178 105 283
7 31 258 83.2% 4 254 258 151 409
8 31 207 66.8% 5 149 154 207 361
9 30 211 70.3% 0 127 127 283 410

10 31 216 69.7% 25 133 158 212 370
11 30 228 76.0% 7 86 93 187 280
12 31 229 73.9% 27 165 192 186 378
1 31 218 70.3% 60 134 194 157 351
2 29 184 63.4% 10 78 88 199 287
3 31 246 79.4% 7 119 126 236 362

計 366 2,566 70.1% 185 1,845 2,030 2,090 4,120
※ 年度別稼働率

H20 56.7 →6月ｵｰﾌﾟﾝ
H21 57.0 →途中から成人受入
H22 77.7

居住地別利用者数(人)

(財)沖縄県保健医療福祉事業団より

平成23年度

利 用 者 数 ( 人 )
月

営業
日数

利用室
数

稼動率

ファミリーハウス「がじゅまるの家」利用状況

平成23年4月1日から平成24年3月31日まで

沖 縄 県
県外 合計

4%

45%

51%

利用者の居住地

離島

本島

県外
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

稼動率

月

沖 縄 県 2,030 鹿児島県 1,334 埼 玉 県 172 愛 知 県 87
神奈川県 75 東 京 都 57 静 岡 県 56 千 葉 県 55
茨 城 県 48 熊 本 県 48 広 島 県 43 三 重 県 20
宮 城 県 16 岡 山 県 15 福 岡 県 15 京 都 府 14
群 馬 県 7 富 山 県 6 外 ９ 県 22 計 4,120



本島 離島 計
4 30 168 56.0% 1 80 81 156 237

5 31 199 64.2% 15 111 126 147 273

6 30 181 60.3% 33 89 122 123 245

7 31 228 73.5% 75 157 232 122 354

8 31 227 73.2% 78 157 235 144 379

9 30 220 73.3% 0 195 195 159 354

10 31 245 79.0% 13 246 259 88 347

11 30 235 78.3% 1 274 275 96 371

12 31 231 74.5% 16 258 274 85 359

1 31 233 75.2% 35 155 190 208 398

2 28 230 82.1% 87 168 255 179 434

3 31 229 73.9% 162 88 250 222 472

計 365 2,626 71.9% 516 1,978 2,494 1,729 4,223

H20  56.7% → ※ 6月ｵｰﾌﾟﾝ
H21　57.0% → ※ 途中から成人家族を受入
H22　77.7%
H23　70.1%
H24　71.9%

居住地別利用者数(人)

　　　　　　(公財）沖縄県保健医療福祉事業団より

平成２４年度

ファミリーハウス「がじゅまるの家」利用状況

平成24年4月1日から平成25年3月31日まで

月
営業
日数

利用室数 稼動率
利 用 者 数 ( 人 )
沖 縄 県

県外 合計

☆ 年度別稼働率

12%

47%

41%

利用者の居住地

離島

本島
県外
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4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

稼動率

月

沖 縄 県 2,484 鹿児島県 1,073 三 重 県 77 和歌山県 72
茨 木 県 65 埼 玉 県 64 ﾏ ﾚ ｰ ｼ ｱ 48 兵 庫 県 40
東 京 都 38 静 岡 県 37 北 海 道 36 神奈川県 34
福 岡 県 28 千 葉 県 25 京 都 府 20 大 阪 府 20
広 島 県 19 長 崎 県 14 外 ９ 県 29 計 4,223

- 00 -



郡部別　ハウス利用者数 （単位：人）

八重山, 334 

宮古, 609 

久米島, 29 
慶良間諸島, 4 

奄美市・大島

郡, 1,154 

平成21年度 

八重山, 1,166 

宮古, 775 

久米島, 263 

慶良間諸島, 20 

粟国, 21 

伊平屋, 1 

奄美市・大島

郡, 1,033 

平成22年度 

八重山, 766 

宮古, 721 

大東, 

34 久米島, 206 渡名喜, 4 

慶良間諸

島, 51 

伊江島, 60 

奄美市・大島

郡, 1,318 

平成23年度 

八重山, 667 

宮古, 967 

大東, 35 
久米島, 247 

慶良間諸島, 21 

伊平屋, 14 

奄美市・大島

郡, 1,071 

平成24年度 



H21年度 

H22年度 

H23年度 

H24年度 

334 

1166 

766 

667 

609 

775 

721 

967 

29 

263 

206 

247 

527 

452 

412 

673 

452 

362 

460 

66 

171 

180 

422 

332 

主な離島別 利用者数の推移 

八重山 宮古 久米島 徳之島(鹿児島県) 沖永良部(鹿児島県) 与論島(鹿児島県) 

鹿児島県 

単位：人 



 

 

 

                                 特定非営利法人 こども医療支援 わらびの会 

                                                理事長 真栄田 篤彦 

 

                              認定特定非営利活動法人 ファミリーハウス 

                                                理事長 江口 八千代 

 

 

「第１４回 JHHH ネットワーク会議」開催 
（Japan Hospital Hospitality House Network） 

 

 

 この度、第 14 回 JHHH ネットワーク会議をここ南国沖縄で開催することとなりました。ハウスの原点

である「ホスピタリティー」を「ゆいまーる・ちむぐくる」の島、沖縄から全国へ発信いたします。 

 

 

 

 

【目 的】「病院近くのわが家」を運営する全国各地の団体が集まり、日々の活動でそれぞれ

のハウスが工夫しているところを発表し、お互いの良いところから学び合い、また

専門家からの解説・助言も得て、ハウスのより一層の質的向上を図るために大切な

ことを共有する。 

 

【テーマ】「ハウス運営をするときに大事にしたいこと」 

 

【日 程】 2013 年 11 月 2 日（土）・11 月 3 日（日） 

 

【場 所】 沖縄県立 南部医療センター・こども医療センター  ２階講堂 

〒901-1193  沖縄県島尻郡南風原町字新川 118－1 電話：098-888-0123  

 

 11/2（土）14:00～ 17:30 （こども医療センター＆がじゅまるの家 見学） 

11/3（日） 9:15～ 16:45 （こども医療センター 講演会、分科会、全体会） 

 

【共 催】 特定非営利活動法人 こども医療支援 わらびの会 

認定特定非営利活動法人 ファミリーハウス 

 

【連絡先】こども医療支援 わらびの会     ℡ ０９８－８８８－６６０５  

当日の緊急連絡先 （がじゅまるの家） ℡ ０９８－８８８－０８１２ 

 

 

第 14 回 JHHH ネットワーク会議 実施要項 



 
 
 
 
 

《 わらびの会 事業 》 
 



◆わらびの会 第９回総会開催◆ 

 

 平成２５年５月１９日（日）午後２時より、沖縄県立南部医療

センター・こども医療センター２階講堂にて第９回総会を開催し

ました。 

 総会の議長には真栄田篤彦理事長が選出され、定款第２８条に

基づく総会成立のための定足数に、出席者・委任状数が達してい

ることを報告して、以下の議事項目について審議の結果、満場一

致で承認されました。 

 

１）第一号議案 平成 24 年度事業報告 

２）第二号議案 平成 24 年度収支決算報告 

３）監査報告 

４）第三号議案 平成 25 年度事業計画 

５）第四号議案 平成 25 年度収支予算 

６）その他事項  

・「第 14 回 JHHH ネットワーク会議」沖縄開催 

・平成 24 年度 病院ボランティア活動報告 

    

        今年 11 月 2 日～3 日、第 14 回 JHHH ネットワーク会議沖縄 

        開催について説明がなされた。 

   



 

平成２４年度 事 業 報 告 

（平成２４年４月１日から２５年３月３１日まで） 

 

 

Ⅰ 病院ボランティアに関する事業 

１）こども医療センターにおけるボランティア活動の支援 

① 寄贈頂いた折り紙、絵本、玩具等遊具の提供 

② 病院ボランティア運営委員会参加（３回） 

③ ボランティア スキルアップのための講座受講３人(10/24  参加費 わらびの会負担） 

「ボランティアコーディネートの基礎を学び、実践を身につけよう」 

講師：唐木理恵子（日本ボランティア コーディネーター協会 運営委員） 

④ ボランティアスキルアップ勉強会開催 １５人参加 (2/2) 

 講師：藤村真弓（茨城キリスト教大学 非常期講師） 

⑤ 全国小児病棟遊びのボランティアネットワーク設立・交流会参加及び情報収集  

  ボランティア２人参加（1/19～1/21 出張費補助）  

 

２）病児家族の支援活動をする病院ボランティア養成講座の実施  

   於：県立南部医療センター・こども医療センター 

 

 《第１３期こども病院ボランティア養成講座》 受講生３０人 日時：８月１８日（土）9:00～17:00 

①講座１  

  「あなたのことも大好きです ― 病む人の家族に私たちができること ―」  

    講師：藤村 真弓（茨城キリスト教大学看護学部 非常勤講師） 

②講座２  

「私たちが望むボランティア -1-、看護の立場から」  

    講師：仲村千枝子（県立南部医療センター・こども医療センター ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

 ③講座３ 

 「私たちが望むボランティア  -2-、医師の立場から」 

    講師：嘉数 真理子（県立南部医療センター・こども医療センター小児科医） 

 ④講座４ 

   「ボランティアに必要なマナーとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」講師：喜久里 美也子（脳文庫主宰）  

 ⑤講座５  

 「グループワーク＆まとめ」 

  講師：先輩ボランティア８人 、受講者全員 

   

  



《第１４期こども病院ボランティア養成講座》 受講生２６人 日時：２月２日（土）9:00～17:00 

① 講座１  

   「あなたのことも大好きです ― 病む人の家族に私たちができること ―」  

    講師：藤村 真弓（茨城キリスト教大学看護学部 非常勤講師） 

 ② 講座２ 

  「私たちが望むボランティア －医師の立場から」 

   講師：金城 僚（県立南部医療センター・こども医療センター 小児科医）        

③講座３  

 「私たちが望むボランティア －看護の立場から－」 

 講師：仲村千枝子（県立南部医療センター・こども医療センター ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

④講座４  

   「ボランティアに必要なマナーとｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」 講師：喜久里 美也子（脳文庫 主宰） 

⑤講座 5  

    グループワーク＆まとめ 

  講師：先輩ボランティア８人 、受講者全員 

 

 

Ⅱ 遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 

１）ファミリーハウス「がじゅまるの家」（以下ハウス）の受託運営等 

① ハウスの運営—８人のスタッフによるシフト制—２４時間３６５日稼働。平成２４年度 利用者延

べ人数 4,908 人（病児含）。居室 稼働率 平均 72％。 

② ハウススタッフ会議を毎月第２月曜日、マネージャー会議第３木曜日、ナイトマネージャー会議

第４水曜日に開催し、ホスピタリティーなハウス運営を目指し諸課題の検討を行った。 

③ ハウス運営協議会開催（県・事業団・こども医療センター・わらびの会、ハウスマネージャー参

加）（2013.2/22）。第 14 回ＪＨＨＨネットワーク会議沖縄開催への協力願い、病院との連携は地

域連携室を通し、一本化してほしいなどについて要望・意見交換を行った。事業団より２４年度

ハウス利用状況の報告がなされ、更にわらびの会より平成 24 年度運営事業の報告を行った。  

 ④第一回ハウスまつり開催（11/25） 

地域との交流、ハウスの認知度向上により支援の輪を広げること

を目的に第一回「がじゅまるの家」まつりを開催した。約１４０人

の参加者がフードコーナー、手づくりショップ、リサイクルバザー

コーナー等を楽しみ、子どもたちは、アンパンマン劇場やあーまん

シアター劇等に目を輝かせていた。比嘉バイロンさんのうたとさん

しんが後半を盛り上げ、祭りを閉じた。 

ボランティア及び多くの方のご支援ご協力を頂いた。感謝申し上げます。 

    

〔講座４・講師／喜久里美也子 氏 〕 

〔アンパンマン劇場〕 



 

２）ハウスにおける預かり保育の実施 

 ハウスは、離島や遠方から県立こども医療センター等に入院・通院する病児とその家族に利用

いただいている。平成２４年度は、利用家族の２割強の家族（９４家族）が病児のきょうだいも

一緒に連れて来て利用している。それは、自宅に預かってくれる人がいない、乳幼児のため母親

と離れる事ができない等の理由による。 

 母親は病児の看病に加え、きょうだい児の世話も気がかりです。安心して看病にあたってほし

い、きょうだい児も不安なくハウスで過ごせるようにと「遠隔地病児きょうだい預かり保育事業」

を企画し、公益財団法人みらいファンド沖縄の寄付と助成のプロ

グラム 第２期「たくす」の提案事業（寄付による支援）に申請

し採択された。この事業に共感、賛同いただいた方よりの寄附金

により実施された。感謝申し上げます。 

 

  ・寄附金総額：２７２,０００円  9 人（企業・個人） 

  ・実施期間：平成２４年６月～平成２５年３月 

・預かりきょうだい児：8人延べ２２人（年齢：４ヶ月～４才まで、平均 1.8 才） 

・預かり時間：１人当たり２～３時間、 累計 ５６.５時間 

  ・利用家族：７家族 

  ・保育士：６人 

・ 保護者の声： ○ 預ける時は、ハウスに他の子どもたちもいて、いつも慣れている場所な

ので泣かずにママとバイバイできたので安心しました。泣いてしまったようですが、ハウ

ス内での預かりなので安心していました。 

◯ ハウスでの預かりで保育士さん、スタッフさんもいてくれるので、病院に

行っている間は安心して預ける事ができました。 

 

３）「がじゅまるの家」視察見学者 

① 中社連ボランティア部会１２人訪問（5/23） 

② 中城村民生委員児童委員協議会２３人視察研修（6/11） 

③ 一般社団法人沖縄県社会福祉士会９人施設見学及び座談会（6/23） 

④ ＪＩＣＡ、看護協会受け入れ研修生９人 （公衆衛生活動による母子 

 保健強化アフリカ地域）（7/4） 

⑤ ＪＩＣＡ、看護協会受け入れ研修生１０人（公衆衛生活動による母 

 子保健強化中南米地域Ｂ）（8/21） 

⑥ 沖縄県かりゆし長寿大学校生３２人２クラス見学（9/11, 9/13） 

⑦ ＪＩＣＡ国別研修「周産期救急医療体制」ボリビア医師２人見学及び事業説明（2/8） 

〔預かり保育の様子〕 

〔JICA 研修生のみなさん〕 



⑧ その他、個人多数 

４）利用者との交流 

① がじゅまるの家クリスマス会（12/24）・・・明治ホールディング株主よりのお菓子やジュースの

寄贈、嘉手納基地から子どもたちへのプレゼントを沢山頂く。恒例のスタッフ、ボランティアの

手作りの料理とボランティアによる余興を楽しみながら利用者同士及びハウススタッフ、ボラン

ティアとの交流を行った（３６人参加）。 

 

５）スタッフ研修会・講習会・勉強会 

① 消防訓練（２回）を実施し、施設の定期自主検査を行い利用者の安全に努めた。（6/21, 12/18） 

② 第１３回ＪＨＨＨ（ホスピタル・ホスピタリティ・ハウス）ネットワーク会議（9/29-30 開催・  

於：東京）に参加（谷口、比嘉、宮城清、儀間）。ハウス利用者の評価をテーマにして施設の一 

層の質的向上を図ることを目的に開催された。他県のファミリーハウス関係者と情報交換・交 

流により、有益な情報が得られ、参考となる多くの事を学ぶことができた。  

③ 県立南部医療センター・こども医療センター出前講座受講（於：がじゅまるの家）（1/17） 

「こどもの発熱と解熱薬」講師：我那覇 仁病院長 

スタッフ、利用者、わらびの会役員他 13人受講。こどもの発熱等への適切な対応や救急車要請 

の目安等学ぶことができた。 

 

 

Ⅲ 広報事業                   

１）会誌「わらびの会だより７号」および「がじゅまるの家だより７号・８号」を発行して広報に 努

めた。会員、一般市民、医療関係者、各市町村、鹿児島県本島及び奄美大島・徳之島・沖永良部

島・与論島の関係部署へ送付した。 

２）こども医療支援のための愛のチャリティコンサート～ヴァイオリニスト奥村愛とともに～開催

（9/23）、来場者約４００人余、場所：南風原町立中央公民館 黄金ホール 

主催：ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会、共催：南風原町・同教

育委員会、沖縄県保健医療福祉事業団、後援：沖縄県他２３企業団体、

協力・企画・制作：カノンの会 

出演：奥村愛（ヴァイオリニスト）、協力出演（県内演奏家 7 人） 

協賛広告：119 件（会社・団体・個人） 

○開催趣旨に賛同いただき、多くの支援が得られ、さらに支援の輪を広げることができた。 

ご支援いただいた多くの皆様に感謝申し上げます。 

３）マスコミをとおしてわらびの会活動及び「がじゅまるの家」の広報を行った。 

４）わらびの会広報委員によるホームページの更新、インターネット上に会活動を掲載し、当会活動 

の広報を行った。 

 



〔ピアサポート セミナー 受講風景〕 

５）イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーンに参加、広報活動を行った。 

６）ＦＭレキオ、タイフーンｆｍ、ＲＯＫラジオに出演し広報活動を行った。 

 

Ⅳ その他、目的を達成するために必要な事業 

１） こども医療センターにおけるピアサポート活動へ向けてセミナーを開催した。 

こども医療支援ピアサポートセミナー （３８人参加） 

日時：平成 25 年 3 月 2 日（土）９：００～17：00   

会場：県南部医療センター・こども医療センター 

        講師：小林 信秋 (難病のこども支援全国ネットワーク専務理事) 

           共感と分かち合いの心で築くピアサポート活動  

 ／ ピアサポーターの心構え  

講師：田中 千鶴子 （昭和大学保健医療学部看護学科） 

           難病や障がいのある子と家族の理解と支援 

講師：諏訪 茂樹 （東京女子医科大学看護学部） 

       相互支援のためのコミュニケーションスキル１・２ 

 

 ２）寄付（１４３件）、寄贈（１９１件）、チャリティーコンサートへの協賛広告（１１９件）、 

   多くのボランティアのご支援ご協力をいただいた。感謝申し上げます。 

  



平成24年度「特定非営利活動に係わる事業」会計収支計算書

平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで

一般会計 特別会計
（事業+管理費） (ハウス運営事業）入

 
の

１．会　　費 628,000 628,000 0

２．事業収入 7,041,300 126,000 6,915,300

病院ボランティア養成講座受講料 126,000 126,000 －

ファミリーハウス管理運営受託収入 6,504,000 － 6,504,000

寝具貸出収入 411,300 － 411,300

３．寄付金収入 3,316,242 2,719,461 596,781

４．助成金収入 480,200 480,200 －

５．広報事業収入 1,667,720 1,667,720 －

６．その他目的達成事業 39,000 39,000 －

７．雑 収 入 45,876 45,876 －

収 入 合 計 （A） 13,218,338 5,706,257 7,512,081

１．病院ボランティアに関する事業 350,415 350,415 －

２．広報事業 1,202,787 1,202,787 －

３．その他目的達成事業 232,974 232,974 －

４．管 理 費 8,943,929 1,635,595 7,308,334

　　人 件 費 6,599,240 935,455 5,663,785
　　法定福利 21,662 3,941 17,721
　　研 修 費 154,000 4,000 150,000
　　会 議 費 34,672 34,672 －
　　事 務 費 461,665 285,792 175,873
　　通 信 費 471,238 182,163 289,075
　　旅費交通費 9,840 9,840 －
　　寝具リース料 302,400 － 302,400
　　衛 生 費 92,200 － 92,200
　　環境整備費 336,977 － 336,977
　　広告宣伝費 47,250 － 47,250
　　新聞図書費 71,760 － 71,760
　　生活消耗品費 136,063 － 136,063
　　接待交際費 10,000 10,000 －
　  減価償却費 155,555 155,555 －
　　雑　　費 39,407 14,177 25,230
　　予 備 費 0 0 －

支 出 合 計 （B） 10,730,105 3,421,771 7,308,334

当期収支差額（A）−（B）　 2,488,233 2,284,486 203,747

前期修正損益 0

法人県民税・法人市町民税 0

前期繰越正味財産 6,360,857

当期正味財産合計 8,849,090

支
 
 
出
 
 
の
 
 
部

単位　円

勘 定 科 目 法人事業合計収支



 〔特定非営利活動法人 こども医療支援 わらびの会〕

１．事業実施の方針

【6】パソコン機器・システムの更新（共同募金会 助成金）により、更なる業務の効率化を図る。

支出額

（千円）

病児きょうだいの預かり保育 不定期 １０人
利用者家族
 （病児のきょうだい）

250

JHHHネットワーク会議の開催 11月 医療センター 他 １５０人 ハウス運営者 他 1,000

支出額
（千円）

 こども医療
 センター他

病院ボランティ
アに関する事業

従事者
の人数

　受益対象者の
　範囲及び人数

１０人

学生・一般市民
２５人

８月
・
２月

 こども医療
 センター

 ﾌｧﾐﾘｰﾊｳｽ
 「がじゅまる
の家」

こども医療センターにおけるボラ
ンティア活動の支援及びボラン
ティアのスキルアップの為の支援

２．事業の実施に関する事項

425

7,386１３人
病児とその家族、
ハウススタッフ 他

２０人

140

 【1】特定非営利活動に係わる事業

通　年

【2】ファミリーハウス「がじゅまるの家」の理念に添った運営を目指し、利用者が心身共に安らげる滞在施設

広報事業

実施日時 実施場所

遠隔地病児家族
等の宿泊施設運営
事業

ファミリーハウス「がじゅまるの
家」受託運営

4月～3月
24時間体制

定款の事業名 事業内容

病児家族の支援活動をする病院ボ
ランティア養成講座(第15・16期）
の開講

通　年  全県及び全国

平成２５年度   事 業 計 画 書

　　となるように努める。病院の地域連携室との連携を更に深め、必要とする利用者が不安なく滞在できる

　　増員と定着に努める。

平成25年４月１日から 平成26年３月３１日まで

　　ように努める。保育士による病児きょうだいの預かり保育をハウス内で実施する。ハウスボランティアの

　　昨年の内容を再考、充実させボランティア活動への理解を深め、活動者の増員を計る。また、活動中の

　　ボランティアのスキルアップのための研修交流会への積極的な参加をすすめ、継続した活動に繋げる。

【1】第15期、16期 病院ボランティア養成講座は、昨年度に続き民間福祉基金の助成が受けられる予定である。

一般県民、医療者
ほか -

【5】病院と連携しながら、ピアサポートの実施とボランティア活動が休日、時間外も行えるように働きかける。

【4】第14回JHHHネットワーク会議が沖縄で開催され、全国のファミリーハウス運営者との情報交換・交流を図る。

【3】わらびの会の広報活動を積極的に行い、会員の拡大および支援を広く呼びかける。

　　定数条例改正に関する」要請活動を行う。

【7】県や県議会に、こども医療センターに児童精神科医の早期確保が実現できるよう働きかけ、「県立病院職員

１５人

病院ボランティア
５０人

機関誌発行、ホームページ、ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ及びマスコミを活用しての積極
的な広報活動

－

実施日時 実施場所
従事者
の人数

　受益対象者の
　範囲及び人数

調 整 中
自動販売機による
 飲料水販売事業

6月～2月

共同募金会 助成金による
わらびの会 事務局パソコン購入

通　年

県庁及び県議会
県立病院職員定数条例改正に関す
る県への要請活動など

通　年

500２０人 一般市民

250

わらびの会
事務局

定款の事業名 事業内容

ピアサポート実施

 【2】その他の事業

その他、
 目的達成事業

わらびの会 会員

289会員及び一般市民

 こども医療
 　センター

１０ 人

５ 人



単位/円

収支 勘 　定　 科 　目 H25年度予算 前年度実績 対前年度増減額

 経常収入

１．会費 685,000 628,000 57,000
　　正会員収入　個人 90,000 81,000 9,000

　　正会員収入　団体 45,000 47,000 ▲ 2,000

　　賛助会員収入　個人 400,000 360,000 40,000

　　賛助会員収入　団体 150,000 140,000 10,000

２．事業収入 8,356,220 8,709,020 ▲ 352,800
病院ボランティア養成講座受講料 110,000 126,000 ▲ 16,000

ファミリーハウス管理運営受託収入 7,536,220 6,504,000 1,032,220

寝具貸出収入 360,000 411,300 ▲ 51,300
ＪＨＨＨネットワーク会議費 200,000 0 200,000
広報事業収入 150,000 1,667,720 ▲ 1,517,720

３．寄付金収入 2,000,000 3,316,242 ▲ 1,316,242
わらびの会 1,500,000 2,719,461 ▲ 1,219,461

ファミリーハウス「がじゅまるの家」 500,000 596,781 ▲ 96,781

４．助成金収入 682,000 480,200 201,800
５．その他目的達成事業 15,000 39,000 ▲ 24,000
６．雑収入 10,000 45,876 ▲ 35,876
７．繰越金収入 2,000,000 0 2,000,000

収 入 合 計 （A） 13,748,220 13,218,338 529,882

 経常支出

１．事業費 10,151,220 9,094,510 1,056,710
病院ボランティアに関する事業 333,000 101,415 231,585
遠隔地病児家族等の宿泊施設運営事業 7,386,220 7,308,334 77,886
　　　　  ＪＨＨＨネットワーク会議 1,000,000 0 1,000,000
広報事業 500,000 1,202,787 ▲ 702,787
助成金事業 682,000 249,000 433,000
その他 目的達成事業（勉強会、研修費） 250,000 232,974 17,026

２．管理費 3,597,000 1,635,595 1,961,405
　　人 件 費 1,400,000 935,455 464,545
　　法定福利 5,000 3,941 1,059
　　会 議 費 120,000 34,672 85,328
　　事 務 費 250,000 232,597 17,403
　　通 信 費 200,000 182,163 17,837
　　交 通 費 130,000 13,840 116,160
　　備品整備費 180,000 53,195 126,805
　　会計顧問料 100,000 0 100,000
　　記念誌発行準備委員会 50,000 0 50,000
　　減価償却費 111,895 155,555 ▲ 43,660
　　雑　  費 50,105 24,177 25,928
　　予 備 費 1,000,000 0 1,000,000

支 出 合 計 （B） 13,748,220 10,730,105 3,018,115

 当期 収支差額（A）−（B）=(C) 0 2,488,233
 前期 修正損益 0 0
 法人県民税・法人町民税 0 0
 前期 繰越収支差額 8,849,090 6,360,857 2,488,233
 次期 繰越収支差額 8,849,090

平成２５年 ４月  １日から 平成２６年 ３月 ３１日まで

平成25年度「特定非営利活動に係わる事業」会計収支予算

支
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の
　
部

収
　
入
　
の
　
部
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　役　　員　　名　

　　　　（任 期：平成２４年 ７ 月 １ 日 ～ 平成 ２６年 ６ 月 ３０日）

 琉球大学名誉教授、元沖縄県副知事顧 　問

　特定非営利活動法人 こども医療支援 わらびの会

1

2

 真
ま

 栄
え

 田
だ

  篤
あつ

　彦
ひこ

3

4

10

11

5

6

7

8

9

理 事 長

副理事長

副理事長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

14

15

12

13

監　事

監　事

理  事

理  事

（財）日本ダウン症協会 沖縄県支部

沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

沖縄県肢体不自由児者 父母の会連合会

沖縄自閉症児者親の会「まいわーるど」

沖縄県肢体不自由児者父母の会連合会

理　事

西町クリニック

小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

（一財）全国心臓病の子どもを守る会 沖縄県支部

（一財）全国心臓病の子どもを守る会 沖縄県支部

下地寛一 税理士事務所

ぐしこどもクリニック

沖縄訪問教育親の会

沖縄ＬＤ児・者親の会「はばたき」

（公財）がんの子どもを守る会 沖縄支部「のぞみ」

（一財）全国心臓病の子どもを守る会 沖縄県支部



 

病院ボランティア活動報告 

（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 

＜活動状況＞ 

活動場所： 県立南部医療センター・こども医療センター 

小児外来・小児病棟（４・５階） 

                                                                                                

活動内容： フロア・プレイルームの環境整備 

       ・整理整頓、季節の壁画作成・掲示、おもちゃの消毒 

      患児・きょうだいの遊び相手 

       ・折り紙、絵本の読み聞かせ、ぬりえ、つみき遊び 

      行事への参加協力 

       ・こいのぼり掲揚式、病棟夏祭り、クリスマス会、ハローウィン他 

      院内の案内 

       ・検査室、売店、エレベーター、救急外来、ATM、トイレ他 

      事前依頼のきょうだい預かり（ファミリーハウス利用者含む） 

       ・お見舞い、授乳、検査・入院・面会等 

    患児の一時預かり・見守り 

     ・保護者がトイレや支払い、売店等へ出向いた時など 

    研修会参加 

     ・院内職員研修会、県社協主催研修会、プレパレンジャー勉強会 

    ボランティアミニ勉強会・講習会開催 

     ・折り紙講習会、手作りおもちゃ講習会、スキルアップ勉強会 

患者・家族の話し相手 

食事の配膳・下膳のお手伝い 

院内（中庭）散歩 

 

活動日：  月曜日～金曜日 9:00～16:00  

それぞれの活動時間 １時間～4 時間 

 

登録人数： （平成 25 年 3 月現在） 

           小児外来     57 人（定期、不定期、休止含む） 

           小児病棟（4 階）  2 人   

            （5 階）  2 人 

         

 

 

 

 

 



 

＜活動経過＞ 

2012 年（平成 24 年） 

 4 月 4・11・18・25 日  プレパレンジャー会議・勉強会 

 4 月 18 日  こども医療センター「こいのぼり掲揚式」参加 
 4 月 27 日  ボランティア「新年度 顔合わせ ゆんたく会」開催 
           （於：ビーチタワーホテル） 
 5 月 2・9・16・23 日  プレパレンジャー会議・勉強会 
 5 月 22 日  H24 年度 病院ボランティア委嘱状授与式 
 6 月 6・13・20・27 日  プレパレンジャー会議 
 6 月 20 日  こども医療センター「ハンバーガーショップ」参加 
 6 月 28 日   H24 年度 第 1 回ボランティア運営委員会参加 
 7 月 4・11・18・25 日  プレパレンジャー会議・勉強会 

 7 月 4 日  ハッピーカラ―プロジェクト（こども医療センター病棟）参加 
          MAYA・MAX 氏来訪 
 7 月 6 日  こども医療センター外来・病棟「たなばた集会」参加 
 7 月 26 日  H24 年度 第 1 回ボランティア小委員会参加 

 7 月 28 日  ボランティアミーティング＆ミニ勉強会開催 

         （折り紙講習会） 
 8 月 17 日  「盲導犬と遊ぼう」参加 

        職員研修会（ワクチンで予防できる病気と院内感染対策）参加 
 8 月 18 日   第 13 期 ボランティア養成講座講師として参加（8 名） 

 8 月 21 日～24 日  第 13 期生 ボランティア実習指導 

 8 月 22 日 こども医療センター「夏まつり」参加    
 8 月 23 日   H24 年度 第 2 回ボランティア小委員会参加 

 9 月 5・12・19・26 日  プレパレンジャー会議・勉強会 

 9 月 19 日   手作りおもちゃ（ぽこぽこ）作り 
 9 月 26 日   こども医療センター病棟「お月見会」参加 

          アトラクション：アンパンマン人形劇 
          「お月さまってどんなあじ？」 
 9 月 28 日   病院観月会 

出店：手作りおもちゃ+ポップコーン販売 
アトラクション：アンパンマン人形劇 
「お月さまってどんなあじ？」 

 10 月 3 日  職員研修会参加 （接遇） 
 10 月 3・10・17・24 日  プレパレンジャー会議・勉強会 
 10 月 9 日  パッチ・アダムス氏来訪 イベント参加 
 10 月 24 日  病棟「ハローウィン」参加 
        ボランティアコーディネーター養成研修受講（3 名）於：県社協 
         （受講料は、わらびの会より助成いただく） 
 10 月 25 日  ボランティア拡大委員会 
 11 月 6 日  医局会（寄付金贈呈式） 



 11 月 14 日  インフルエンザワクチン接種 
 11 月 21 日  こども医療センター病棟バイキング 
 11 月 22 日  第 4 回 ボランティア小委員会 
 11 月 25 日  がじゅまるの家まつり応援 
 11 月 7・14・21・28 日  プレパレンジャー会議・勉強会 
 11 月 29 日  茶話会（病院主催） 
 12 月 2・17・18・23 日  週末病棟ボランティア試行 
 12 月 5 日  電子ミシン、おもちゃ寄贈 
 12 月 5・12・19・26 日  プレパレンジャー会議・勉強会 
 12 月 19 日  こども医療センターおたのしみ会参加 
        国頭森林組合より琉球松のつみき寄贈 
 12 月 27 日  第 5 回 ボランティア小委員会 
 12 月 28 日  ボランティア室年末清掃 
2012 年（平成 24 年） 
 1 月 16 日  こども医療センタームーチーづくり 
 1 月 9・16・23 日  プレパレンジャー会議・勉強会 
 1 月 19 日～21 日  全国病棟遊びのボランティアネットワーク 立ち上げ交流会 
           国立成育医療研究センターボランティアとの情報交換 
 1 月 24 日  第 6 回 ボランティア小委員会 
 1 月 25 日  掲示版贈呈式（沖縄工業高校より） 
 2 月 1 日  こども医療センター豆まき 
 2 月 6・13・20・27 日  プレパレンジャー会議・勉強会 
 2 月 2 日  第 14 期ボランティア養成講座講師として参加（8 名） 
 2 月 3 日  ボランティアミニ勉強会 
        ～藤村先生をお招きして～ 
 2 月 4～6・8 日  第 14 期生 ボランティア実習指導 
 2 月 15 日  雪のプレゼント（青森八戸基地より） 
 2 月 27 日  ボランティアミーティング 
 3 月 1 日  こども医療センターひなまつり会 
 3 月 14 日  ボランティア拡大委員会 
 3 月 6・13・27 日  プレパレンジャー会議・勉強会 
        ボランティアだより 7 号発行 
 3 月 28 日  ボランティア活動消耗品購入（病院より助成いただく） 

 

＜課 題＞ 
(1)ボランティアの啓蒙・広報について 

・県や市町村広報誌への掲載（募集、活動紹介） 
   ・病院雑誌や職員勉強会他での継続的な活動紹介 

 
 

(2) ボランティアのメンタルサポート・モチベーション維持および向上について 
・スキルアップ研修の受講や勉強会の企画・開催をより充実させる。 



・活動する中で出てくる不安や悩み等を解決できるようボランティアどうしの情報 
交換の場や病院スタッフとの懇談会を定期的に設ける。 

・専任のボランティアコーディネーターの配置 
・活動から遠のいたボランティアへの呼びかけ 

 
 

(3) 週末、休日ボランティアの早期実施について 
・患者家族や、多くのボランティアからの要望がある。 

活動実施に向けて受け入れ体制を整え（マニュアル等の作成）、現在活動中の 
ボランティアへ希望を募り病棟ボランティアの人数を確保する。 

 
  (4)ボランティア活動資金の造成 

ボランティアショップオープンに向けての取り組み 

     

＜ボランティア活動資金収支報告＞ 
      （収入） 前年度より繰越 ・・・          103,493 円（内 23 円は利息） 
        病院売店募金箱 ・・・           30,482 円 
        医局より観月会収益金 ・・・     40,000 円 
        観月会ボランティア収益金 ・・・ 20,215 円   

 収入合計 194,190 円 
               

 
   （支出） 活動費・・・63,693 円（行事等材料代）クリスマス会、夏まつりなど 
        研修費・・・15,791 円（全国病棟遊びのボランティア会会費等） 
        会議費・・・ 3,918 円（懇談会、交流会、ミーティング） 
        通信費・・・ 3,768 円 

                
                              支出合計 87,170 円 

 

                       残金   107,020 円    

 
 
 
 

県立南部医療センター・こども医療センター 

病院ボランティア 真栄城正美 



********** わらびの会  活動 *********** 

                     （2012.10.1〜2013.9.30） 

 

２０１２年（平成２４年） 

１０月８日  第５３回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

１０月１１日 わらびの会第８５回運営員会 

１０月２６日 平成２４年度ボランティアコーディネーター養成講座受講（参加者３人） 

１０月２６日 平成２４年度第 2 回ボランティア運営委員会参加 

１１月 ３日 沖縄電力対話旬間によるボランティア活動「がじゅまるの家」清掃 

１１月 ６日 南部医療センター・こども医療センター医局会より寄付金贈呈 

１１月 ８日 わらびの会第８６回運営員会 

１１月１１日 わらびの会広報委員活動 

１１月１２日 第５４回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

１１月２２日 沖縄税理士会より５０周年記念して寄付金贈呈 

１１月２５日 ファミリーハウス「がじゅまるの家」まつり 

１２月 ７日 みらいファンド沖縄公開勉強会「大きく変わった寄附金控除の制度」参加 

１２月 ８日 沖縄まちと子ども基金設立記念ファーラム グループトーク出演 

１２月１０日 第５５回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

１２月１３日 わらびの会第８７回運営員会 

１２月１８日 がじゅまるの家消防訓練 

１２月２０日 嘉手納基地よりクリスマスプレゼント（約５０個）頂く（１６人来訪） 

１２月２３日 わらびの会広報委員活動 

１２月２４日 がじゅまるの家 クリスマス会 

１２月２５日 連合沖縄より寄附金贈呈 

２０１３年（平成２５年） 

  1 月１０日 わらびの会第８８回運営員会 

 １月１４日 第５６回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

 １月１７日 南部医療センター・こども医療センター出前講座受講（於：がじゅまるの家） 

「こどもの発熱と解熱薬」―我那覇仁病院長 

 １月２０日 わらびの会広報委員活動 

１月２８日 我那覇仁病院長訪問（第１４回 JHHH ネットワーク会議沖縄大会開催の協力依頼） 

２月 ９日 第１４期こども病院ボランティア養成講座開講（２６人受講） 

２月 ６日 美来工科高等学校より寄附金贈呈式（学園祭実行委員長より） 

２月 ８日 平成２４年度 JICA 国別研修「周産期救急医療体制」（ボリビア）ドクター（２人） 

がじゅまるの家施設見学＆わらびの会事業説明 

２月１１日 第５７回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 



２月１２日 嘉手納基地より日用消耗品（洗剤・トイレットペーパー・シャンプー）、缶詰、米、調味

料多数寄贈頂く 

２月１４日 わらびの会第８９回運営員会 

２月２１日 ROK ラジオチャットステーション生出演（儀間・わらびの会紹介） 

２月２２日 ハウス運営協議会開催 

３月 ２日 こども医療支援ピアサポートセミナー開催（３８人参加/於：こども医療センター） 

        テーマ：共感と分かち合いの心で築くピアサポート活動 / ピアサポーターの心構え 

                 小林信秋(難病のこども支援全国ネットワーク専務理事) 

            難病や障がいのある子と家族の理解と支援、  

田中千鶴子（昭和大学保健医療学部看護学科） 

            相互支援のためのコミュニケーション スキル１・２ 

諏訪茂樹（東京女子医科大学看護学部） 

３月 ４日 沖縄県印刷若潮会（５人）より寄附金贈呈式（於：がじゅまるの家） 

３月 ８日 豊崎小学校児童会より「がじゅまるの家」に日用消耗品を寄贈頂く 

３月１０日 わらびの会広報委員活動 

３月１１日 第５８回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

３月１４日 病院ボランティア運営委員会（病院主催）参加 

３月１４日 わらびの会第９０回運営員会 

３月１７日 「ＮＰＯと企業のための寄付と社会貢献相談会」参加 

３月２９日 ハウス運営ワーキング委員会開催（親川・片倉・玉城・儀間 参加） 

4 月 4 日 第１回ＪＨＨH ネットワーク会議実行委員会開催（真栄城・大城・西岡・真栄城正美・ 

久場川・儀間 参加） 

４月 ８日 第５９回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

４月１１日 わらびの会第９１回運営員会 

４月２０日 普天間基地内教会（海兵隊２４人）ハウスにて清掃ボランティア活動 

４月２２日 第１回わらびの会病院ボランティアワーキング委員会開催（城間・宮城・新里・上江洲・ 

岡崎・西江・真栄城・儀間 参加） 

４月２３日 平成２４年度共同募金による配分事業内定通知書交付式 

４月２６日 タイフーンｆｍ出演 （儀間） 

ハウスにおける預かり保育事業の紹介と支援の呼びかけ 

４月２８日 わらびの会広報委員活動 

５月 ９日 わらびの会平成２５年理事会開催 

５月 ９日 わらびの会第９２回運営員会 

５月１１日 「第１９回幸せの黄色いレシートキャンペーン」交流会及び贈呈式参加 

（於：イオン南風原ショッピングセンター） 

５月１３日 第６０回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 



５月１７日 平成２５年度第１回ボランティア運営委員会参加（於：医療センター） 

５月１９日 わらびの会第９回総会 

５月２１日 第２回わらびの会病院ボランティアワーキング委員会開催（城間・新里・上江洲・ 

岡崎・西江・真栄城・儀間 ） 

５月２３日 沖縄電力新入社員（３０人）ハウスボランティアオリエンテーション実施 

６月 ５日 第２回ＪＨＨH ネットワーク会議実行委員会開催（真栄城・大城・西岡・久場川・儀間）  

６月 ８日 沖縄電力新入社員（１０人）ボランティア活動（於：がじゅまるの家 屋外清掃） 

６月 ９日 沖縄電力新入社員（１０人）ボランティア活動（於：がじゅまるの家 屋内・外清掃） 

６月１０日 がじゅまるの家消防訓練 

６月１０日 第６１回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

６月１３日 わらびの会第９３回運営員会 

６月１５日 沖縄電力新入社員（１０人）ボランティア活動（於：がじゅまるの家 屋内・外清掃） 

６月１７日 第１回わらびの会編集委員会開催（谷口・大城・儀間） 

６月１８日 第３回わらびの会病院ボランティアワーキング委員会開催（城間・新里・上江洲・ 

西江・真栄城・儀間） 

６月２６日 第３回ＪＨＨ ネットワーク会議実行委員会開催（真栄城・大城・西岡・久場川・儀間） 

６月２７日 平成２５年度地域別研修「公衆衛生活動による母子保健強化（中南米地域）（Ａ）」 

コース研修員のハウス見学と説明（研修員１１名、引率２名） 

６月２７日 第４回わらびの会病院ボランティアワーキング委員会開催（城間・新里・上江洲・ 

岡崎・西江・真栄城・儀間） 

６月２８日 病院ボランティア ボランティアショップ オープンセレモニー 参加 

７月 ３日 第１回わらびの会夢をかたる会開催（川上・大城芳野・大城・儀間） 

７月 ８日 第６２回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

７月 ９日 第２回わらびの会編集委員会開催（谷口・大城・儀間） 

７月１１日 わらびの会第９４回運営員会 

７月１３日 第２回ハウス運営ワーキング委員会開催 

７月１６日 第５回わらびの会病院ボランティアワーキング委員会開催（城間・上江洲・西江・ 

真栄城・儀間） 

７月１８日 病院ボランティアとわらびの会との懇談会（於：医療センター講堂 １７人参加） 

７月１９日 第３回わらびの会編集委員会開催（谷口・大城・儀間） 

７月２０・２１日 ＪＨＨH ネットワーク会議検討委員会（於：東京、儀間・宮里参加） 

７月２３日 第４回ＪＨＨＨネットワーク会議実行委員会開催（真栄城・大城・正美・久場川・儀間） 

７月２５日 ピアサポート活動スタート（午前：沖縄自閉症児協会、午後：心臓病の子どもを守る会） 

８月 １日 第５回ＪＨＨＨネットワーク会議実行委員会開催（真栄城・大城・正美・久場川・儀間） 

８月 ３日 ＮＰＯ法人日本ホスピタル・クラウン協会理事長大棟耕介氏 ハウス来訪 

         病児・家族へ風船 パフォーマンス 



８月 ６日 第２回わらびの会夢をかたる会（川上・大城芳野・大城・儀間） 

８月 ８日 わらびの会第９５回運営員会 

８月１２日 第６３回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

８月１３日 第６回ＪＨＨＨネットワーク会議実行委員会（真栄城・大城・正美・久場川・儀間） 

８月１７日 第３回ハウス運営ワーキング委員会開催 

８月２３日 盲導犬ハウス来訪 

８月２４日 第１５期こども病院ボランティア養成講座開講（於：こども医療センター２回講堂） 

８月２９日 第７回ＪＨＨＨネットワーク会議実行委員会（真栄城・大城・宮城稲子・久場川・儀間） 

８月３０日 第４回わらびの会編集委員会開催（谷口・大城・儀間） 

９月 ３日 第３回わらびの会夢を語る会（川上・大城芳野・大城・儀間） 

９月 ６日 第８回ＪＨＨＨネットワーク会議実行委員会（真栄城・比嘉美奈子・久場川・儀間） 

９月 ９日 第６４回「がじゅまるの家」スタッフミーティング 

９月 ９日 ハウにて預かり保育実施 

９月１０日 かりゆし長寿大学校３０人、ハウス視察見学 

９月１２日 かりゆし長寿大学校３０人、ハウス視察見学 

９月１２日 第４回わらびの会編集委員会開催（谷口・大城・儀間） 

９月１２日 わらびの会第９６回運営員会 

９月１８日 グリーフケア―勉強会「ナラティヴとグリーフ」 

講師：金城隆展先生（ 琉球大学 医学部附属病院 地域医療部） 

９月２６日 第５回わらびの会編集委員会開催（谷口・大城・儀間） 

９月２６日 第３回ハウス運営ワーキング委員会開催 

９月２８日 ＪＨＨH ネットワーク会議第２回検討委員会（於：東京、真栄城 参加） 

 



【正会員　団体】

【正会員　個人】

大 城　芳 野 親 川　武 司 貝阿弥 ひとみ 上運天　逸 子
神 谷　　充 宜 保　勝 彦 儀 間　小夜子 久場川　牧 子
尚　　弘 子 城 間　米 子 新 里　吉 弘 末 吉　方 子
須 田　智 子 田 頭　妙 子 谷 口　曜 子 玉 城　盛 松   
玉 城　よし子 西 江　悦 子 比 嘉　美奈子 平田　小枝子
真栄城　正 美 真栄田　篤 彦 宮 城　稲 子 宮 城　　清
宮 城　雅 也 宮 里　公 江 屋比久　末 弘 ※ 敬称略

     ご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。

【賛助会員　団体】

池城こども医院 大里こどもクリニック

医療法人あかり会　いしはら小児科 大 宮 医 院

医療法人彩の会 やびく産婦人科・小児科 社会福祉法人 育泉福祉会

医療法人いちろ会 小児クリニックたまなは 社団法人 沖縄県歯科医師会

医療法人徳洲会　沖永良部徳州会病院 か お る 小 児 科

医療法人さくら会 アワセ第一医院 株式会社　許 田 商 会

宗教法人 照 源 寺 高 良 小 児 科

医療法人那覇西会（那覇西クリニック） 医療法人伸びる会 みゆき小児科

医療法人わらべの会 わんぱくクリニック 医療法人もりクリニック

沖縄県立 南部医療センター・こども医療センター 産 科

【賛助会員　個人】

安次嶺　馨 足 立　民 子 天 久　憲 治 新 垣　 進
新 垣　安 子 新 崎　康 博 池 田　 譲 伊 澤　雅 子
石 川　博 一 泉 川　 寛 伊 禮　みどり 上江洲 紀 子
上 地　安 郁 梅 澤　洋 子 浦 崎　敏 子 大 城  正 子
大 橋　容 子 大 屋 三千代 岡　 勇 次 郎 落 合　靖 男
加 藤 真由美 加 藤　武 蔵 菅 野　和 恵 岸 本 眞知子
儀 保　隆 男 金 城　僚 金 城　紀 子 国 吉　勲
国 吉　 賢 クムザック 恵 小 池　和 代 小 杉　紘 南

会員・賛助会員・ご寄付者
（平成２４年１０月 ～ 平成２５年９月）

沖縄県聴覚障害児を持つ親の会

沖縄小児在宅医療基金「てぃんさぐの会」

骨形成不全 友の会

沖縄県肢体不自由児者 父母の会連合会

　公益財団法人 がんの子どもを守る会 沖縄支部「のぞみ財団」

梅っこクラブ(排尿･排泄に問題を抱える子どもと親の会）

沖縄県 自閉症協会

沖縄訪問教育親の会

　財団法人 日本ダウン症協会 沖縄県支部

　社団法人 日本てんかん協会 沖縄県支部「波の会」

全国心臓病の子どもを守る会沖縄県支部

バクバクの会（人工呼吸器をつけた子の親の会）

沖縄県重症心身障害児（者）を守る会

沖縄小児発達センター 父母の会

沖縄ＬＤ児・者 親の会「はばたき」



【賛助会員　個人】

古波蔵 小夜子 小宮山 京 子 米 須　紀 子 酒 井　一 彦
堺　 武 男 崎 間　えりか 崎 間　斉 佐久本 貞 子
潮 平　朝 俊 鹿 谷　法 一 島 袋　なおみ 島 村　枝 美
下 地　武 義 城 間　昇 城 間　大 耕 新 垣　義 清
新 里　邦 子 砂 川　夏 菜 竹 内　由 紀 健 山　幸 子
知 念　正 雄 知 念　良 美 土 屋　 誠 照 屋　靜 子
徳 門　正 美 仲宗根 　正 長 嶺　由 治 仲 村 美佐子
中 村　礼 子 仲 本 千佳子 西 平　守 孝 野 村　安 秀
比 嘉　悦 子 比 嘉　文 子 比 嘉　冨 二 比 嘉　昌 子
平 田　清 子 深 水　桂 子 譜久山 民 子 藤 村　真 弓
原 田　洋 子 真境名 英 子 町 田　宗 孝 宮 城　久 美
宮 城　裕 之 本 川　達 雄 山 口　冴 子 屋 良　栄 作
吉 田　嗣 弘 ※ 敬称略

【寄付によるご支援者：団体】

イオン琉球株式会社（幸せの黄色いレシート キャンペーン）

社会福祉法人 育泉福祉会 よぎ南保育園 沖縄 印刷若潮会

沖縄 税理士会 沖縄 パワーガールズ

株式会社 沖縄メディコ がじゅまるの家 職員互助会

第16回 勤労者チャリティ・スポーツ大会 実行委員会

カノンの会 医療法人徳洲会　徳之島徳州会病院

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 医局会

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター 職員有志

沖縄県立美来工科高等学校  学園祭実行委員

毎日新聞 西部社会事業団 医療法人もりクリニック

NPO法人 療育ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ  ほほえみ ※ 敬称略

【寄付によるご支援者：個人】

Derosa Mike 安次嶺　馨 新 井 由香利 新 崎　康 博
石 川　博 一 伊志嶺 玲 子 伊 元  幸 信 宇田川 信 子
大 城　正 子 大 城　芳 野 落 合　靖 男 加 藤　武 蔵
上運天 逸 子 儀 間 小夜子 金 城　宏 子 金 城　幸 政
具志堅 隆 松 具志堅 忠 子 國 吉　眞 隆 クムザック 恵
児 玉 美知子 小 堂 日出男 小 林 百合子 小池淳一・美千代
佐 伯 トシコ 佐久本 貞 子 佐 藤　　修 座 波  朝 子
佐和田　達 鹿 谷　麻 夕 島 内  初 美 城 間　米 子
末 吉　方 子 須 田　智 子 田 頭　妙 子 高 嶺　久 枝
高 良　幸 伸 武 村　盛 信 田 場　幸 枝 玉 城 よし子
田 村　康 夫 塚 田　葉 子 徳　 涼 子 富 原　靖 博
中 村  瀬 菜 中 村  高 士 中 村  真 紀 仲 本 千佳子
名 城　時 子 沼 尻  夏 子 原 田　洋 子 比 嘉　高 茂
比 嘉　冨 二 百 名 加奈江 比屋根 直 美 平 田　清 子
平 田　辰 治 深 水　桂 子 普久嶺 佳代子 冨名腰 義 裕
前 田　志 保 町 田　宗 孝 宮 城　久 美 宮 城　雅 也
山 本　和 子 与那嶺　 毅  他 匿名希望のみなさま

※ 敬称略

【寄贈によるご支援者：団体】 （わらびの会・ファミリーハウス「がじゅまるの家」物品等）

フードバンク ２ｈ（セカンドハーベスト）おきなわ … 食品の寄贈



【寄贈によるご支援者：団体】 （わらびの会・ファミリーハウス「がじゅまるの家」物品等）

秋ドレープ あにも薬局

有限会社沖縄イリョーサービス 沖縄サンゴ株式会社

笑顔サロン くれあ沖縄 古波蔵児童館
花王㈱ コーポレート コミュニケーション部門・社会貢献部

嘉手納基地　有志一同 シルバー館

かりゆし長寿大学校　21期 健康福祉学科（女性一同）

公益財団法人がんの子どもを守る会「のぞみ財団」 沖縄支部
小児発達センター 父母の会 通所部 豊見城市立豊崎小学校  児童会
こども医療センター ボランティア ショップ「ぷれぱ」
明治ホールディングス株式会社 パーマハウス ココ

※ 敬称略

【寄贈によるご支援者：個人】 （わらびの会・ファミリーハウス「がじゅまるの家」物品等）

阿 嘉　良 勝 安次嶺 一 成 阿波根 美千子 新 垣　弘 子
新 垣　安 子 池 原 すが子 池 原 須賀子 伊 佐　久 枝
石 川　博 一 石 川 由美子 石 原　朝 子 伊 波　秀 輝　
伊 禮 みどり 上 原　智 子 宇田川 信 子 梅 澤　洋 子
大 谷 美和子 大 福　和 寛 奥 間 ゆかり 翁 長　直 子
親 川　武 司 貝阿弥 ひとみ 梶 原 早千枝 勝 間  英 志
兼 城　弘 和 上運天 逸 子 川 満 清 美 菅 野　和 恵
北 村  惠 子 儀 間 小夜子 木 村 日登美 喜屋武 京 子
金 城　まなみ 久手堅  倫 子 国 吉  洋 子 クムザック 恵
高 圓  孝 子 児 玉 美知子 米 須　紀 子 佐 藤　　修
崎 山　 忍 島 尻 あゆみ 島 袋　梨 枝 島内 初美・慈恩
下 地　 幸 下 地  秀 信 城 間　節 子 城 間　米 子
新 垣 きよみ 新 里  恵 子 末 吉　方 子 多 宇 カズエ
高 橋 美記子 高 橋　督 和 高 嶺　通 子 田 中　浩 美
谷 口　曜 子 田 場　幸 枝 玉 城　百 代 玉 森　新 昭
玉代勢 幸 子 知 念　榮 子 鶴 賀 真由美 鶴 田　寿 実
出 口 阿都子 照 屋　治 枝 渡久地 イチエ 渡名喜 嘉 子
友 利　昭 典 長 岡　弘 子 長 堂　明 美 渡名喜 良康・よし子
中 村  高 士 西 江　悦 子 西 平　守 孝 丹 羽 あおい
登 川　千 恵 登 川　昌 枝 比 嘉　高 茂 原田 実夫・洋子
比 嘉 美奈子 東 川　由 薫 深 水　愛 子 東恩納 寛義・照美
福 里　理 沙 普久嶺佳代子 藤 村　真 弓 平岡 英三・久美子
文 元　敏 子 星 野　厚 子 真栄城　正 美 前 田　晶 子
真喜志 幸 子 松 本　 淳 宮 城  稲 子 水澤 景保・景虎
宮 里　公 江 宮 平　政 子 森 江 奈美子 米 澤 美由記
和 山　通 年 山 本  香・和 子  他 匿名希望のみなさま

※ 敬称略

【その他のご支援】

◉ 沖縄電力株式会社 … ①おきでん対話旬間活動で 職員の皆さま（約40名）による

◉ 沖縄電力 株式会社 … ﾌｧﾐﾘｰﾊｳｽ「がじゅまるの家」屋内外の清掃

◉ 沖縄電力株式会社 … ②平成25年度 新入社員の皆さま（30名）によるボランティア

◉ 沖縄電力 株式会社 … 活動 ﾌｧﾐﾘｰﾊｳｽ「がじゅまるの家」 屋内外清掃

◉ 株式会社沖電工 … ファミリーハウス「がじゅまるの家」の設備メンテナンス

◉「フルール」（手作りボランティア）… 手づくりの品々を「がじゅまるの家」へ寄贈

◉ わらびの会 広報チーム … ホームページやフェイスブックへの記事の更新

ご支援、ご協力に心より感謝申し上げます。



「県立 南部医療センター・こども医療センター」では、10 代～70 代の方々がボランティアとして 

活動しています。『病院ボランティアってなんだろう？』 知ることからはじめてみませんか？ 

 
主 催：NPO 法人 こども医療支援 わらびの会  

後 援：県立 南部医療センター・こども医療センター／社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会    

開催日時：平成 25 年 2 月 2 日（土）9 時～17 時 （昼食は各自で用意。売店・食堂もあります） 

開催会場：沖縄県立 南部医療センター・こども医療センター 2 階 講堂 
（南風原町字新川 118-１  電話：098-888-0123）  

対 象 者：病院ボランティアを希望する方・病院ボランティアに関心のある方  
受 講 料：3,000 円（学生は 1,000 円） ※ 振込み手数料のご負担お願いします  

 【振込先：琉球銀行 本店 普通預金 １６４４６１ 口座名 NPO 法人こども医療支援 わらびの会】    

申込み方法：別紙申込書 又は必要事項を記入して、メール、FAX・ハガキで下記へ送付 
 【必要事項：氏名・年令、職業、住所・連絡先(電話・FAX・e-mail )、応募の動機、ボランティア経験の有無】 

   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

申込み〆切：平成 25 年 1 月 25 日（金曜日）必 着 
 ※ 定員に達し次第 締めきらせていただきます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
【申込み・問合せ先】 NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 事務局 

南風原町字新川 272 番地 16 ファミリーハウス「がじゅまるの家」内 

TEL＆FAX：098－888－6605   

E-mail：info@ warabinokai.org   http://www.warabinokai.org 

小児病棟 お月見会 

=  こども医療センターでの活動  = 

  

◎ 病院ボランンティアとは   … 看護の立場・きょうだいの支援から … 藤村 真弓（茨木キリスト教大学 非常勤講師） 

◎ 私たちが望むボランティア … 医師の立場から… 金城 僚
つかさ

（南部医療センター・こども医療センター 小児科医) 

… 看護の立場から… 仲村千枝子（南部医療センター・こども医療センター ボランティアコーディネーター）  

◎ ボランティアに必要なマナー … 喜久里 美也子（脳文庫 主宰） 

◎ グループワーク＆まとめ Ü  … 先輩ボランティアと受講生全員 

=  養成講座 受講の様子  = 

 

 

★ ボランティア実習・登録（2/4（月）～2/8（金）1３:３0～16:00 ＜2/7 除く 4 日間のうちのいずれか 1 日＞） 

 『ボランティア登録』にあたって・・①「登録証」と ②「健康診断書」を こども医療センター 総務課へ提出 

③「ボランティア活動保険」へ加入（保険料 280 円／年：病院負担） 

    以上の手続きで 『病院ボランティア登録』 となります。 

※ ボランティア活動の目安は ２～３時間／週１回(月～金曜) です 

 

講 座 の 内 容 

定員２５人 

 

 
～ 受講者の声 ～  

  

 病児の家族への心のケアが重要であることを知りました 

 いろいろな講師の方のお話が とても有意義でした 

 先輩ボランティアとのグループワークの時間がよかった 

 今後 休日や週末の活動ができたら良いと思う 

 

ボランティア委嘱状 授与式 

小児病棟 ハロウィン 



 
主 催：NPO 法人 こども医療支援 わらびの会  

後 援：県立 南部医療センター・こども医療センター／社会福祉法人 沖縄県社会福祉協議会    

 

開催日時：平成 25 年 8 月 24 日（土）9 時～17 時 （昼食は各自で用意。院内に売店・食堂あり） 

開催会場：沖縄県立 南部医療センター・こども医療センター 2 階 講堂 
（南風原町字新川 118-１  電話：098-888-0123）  

対 象 者：病院ボランティアを希望する方・病院ボランティアに関心のある方  
受 講 料：3,000 円（学生は 1,000 円） ※ 振込み手数料のご負担お願いします  

 【振込先：琉球銀行 本店 普通預金 １６４４６１ 口座名 NPO 法人こども医療支援 わらびの会】    

申込み方法：別紙申込書 又は必要事項を記入して、メール、FAX・ハガキで下記へ送付 
 【必要事項：氏名・年令、職業、住所・連絡先(電話・FAX・e-mail )、応募の動機、ボランティア経験の有無】 

   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

申込み〆切：平成 25 年 8 月 15 日（木曜日）必 着 
     ※ 定員に達し次第 締めきらせていただきます。 
【申込み・問合せ先】 NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 事務局 

南風原町字新川 272 番地 16 ファミリーハウス「がじゅまるの家」内 

TEL＆FAX：098－888－6605   

E-mail：info@ warabinokai.org   http://www.warabinokai.org 

小児病棟 お月見会 

=  こども医療センターでの活動  = 

  

◎ 病院ボランンティアとは   … 看護の立場・きょうだいの支援から … 藤村 真弓（成増高等看護学校 専任教員、 

茨城キリスト教大学 非常勤講師） 

◎ 私たちが望むボランティア … 医師の立場から… 金城 僚
つかさ

（南部医療センター・こども医療センター 小児科医) 

… 看護の立場から…ボランティアコーディネーター（南部医療センター・こども医療センター 看護師）  

◎ ボランティアに必要なマナー … 喜久里 美也子（脳文庫 主宰） 

◎ グループワーク＆まとめ Ü  …  先輩ボランティアと受講生全員 

=  養成講座 受講の様子  = 

 

 

★ ボランティア実習・登録（8/26（月）～8/30（金）1３:３0～16:00 ＜5 日間のうちのいずれか 1 日＞） 

 『ボランティア登録』にあたって・・①「登録書」②「誓約書」③「健康診断書」を 病院担当者（ボランティアコーディネー

ター補佐）へ提出 ④「ボランティア活動保険」へ加入（保険料 300 円／年：病院負担） 

以上の手続きで 『病院ボランティア登録』となります。※ 活動に入るにあたって 抗体検査（実費）が必要です 

☆ ボランティア活動の目安は ２～３時間／週１回(月～金曜) 

 

定員３０人 

 

 
～ 受講者の声 ～  

  

 思っていたより深い内容の講座で、大変勉強になりました。 

 先輩ボランティアの方々の優しいお言葉に、本当に勇気づけ

られました 

 今後 休日や週末の活動ができたら良いと思う 

 ボランティアさいしょの一歩!! やってみようかと思います 

小児病棟 ハロウィン 

ボランティアショップ『ぷれぱ』 

講 座 の 内 容 



わらびの会におけるピア サポート 

 

 

病児を抱える親の会１５団体で構成するわらびの会では、「こども病院」ができた際には、

病院での『ピア サポート活動』をしたいと願っておりました。 

平成18年に「沖縄県立 南部医療センター・こども医療センター」が開院し、いつの日か『ピ

アサポート』も 必ず実現したいという気持ちは、会員の間には共通の思いとしてありました。 

 

平成18年11月…  “認定NPO法人 難病のこども支援全国ネットワーク“の小林信秋氏を

講師として迎え、「ピア カウンセリング勉強会」を実施しました。参加人数…44名 

 

平成23年8月… 病院との懇談会においてピア サポートについて話しあわれ、相談室を借

りることが提案されました。 

 

平成25年3月…「ピア サポート セミナー」開催 

講師は小林信秋氏、田中千鶴子氏、諏訪茂樹氏 

参加人数…38名 

 

平成25年7月２日 

『ピア サポート活動』開始するにあたり、協力のお願いを 我那覇仁 病院長に提出し、 

平成25年7月8日 承諾いただきました。 

 

平成25年7月25日より 毎月第２・第４ 木曜日に『ピアサポート』活動が始まりました。 

現時点では6つの団体が担当しています。 

まだ認知度は低いものの、ポスターを見てその日に合わせて相談に来られたケースも2件あ

りました。 

これから相談者に寄り添い、心の支えとなれるよう、継続して行く予定です。 

 

 



 

 
 

1. 日   時 平成 25 年 3 月 2 日（土）9 時～17 時 

2. 場   所 沖縄県立 南部医療センター・こども医療センター 2 階 講堂 

（南風原町字新川 118-１  電話：098-888-0123） 

3. 講   師 田中 千鶴子（昭和大学 保健医療学部看護学科 准教授） 

諏訪 茂樹 （東京女子医科大学 看護学部 准教授） 

小林 信秋 （難病のこども支援全国ネットワーク 専務理事） 

4. 受講資格 ・病気の子どもをもつ親、または育てた経験のある親 

・病気または障害のこどもたちに関係する医療機関及び保健福祉関係者 

5. 定   員 ５ ０ 名《ただし 定員に達し次第、締切らせていただきます》 

6. 受 講 料 １，０００ 円（資料代） 

7. お申込み・問い合わせ：  NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 事務局 

 申込者の  ① 氏 名（ふりがな）② 性 別 ③ 年 令 ④ 職 業 （勤務先） 

⑤ 連絡先（TEL・FAX・メールアドレス） ⑥ 懇親会 参加の可否 を  

「わらびの会」まで TEL、FAX、メールにて お知らせ下さい 
 

 申し込み〆切：２月 20 日（水曜日）必 着  

 

 

 

 

 ピアサポート活動は、難病や障がいのある子どもと家族を支えるための活動です。難病

や障がいのある子どもを育てている、あるいは育てた経験のある親が、同じ問題（不安や

戸惑い）に直面している家族に寄り添い子育て相談等のサポートをします。 

 わらびの会では、「難病のこども支援全国ネットワーク」のご協力をいただき、ピアサ  

ポートセミナーを開設します。 

 このセミナーでは、単に相談を受ける技術を学ぶのではなく、『活動のあり方』、『相談を

受けるための心構え』、『活動場所との関係のあり方』など実際に活動を進めるのにあたっ

て必要な事柄が盛り込まれた内容となっています。 

 

主 催：NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 
共 催：認定 NPO 法人難病のこども支援全国ﾈｯﾄﾜｰｸ   

裏面も  

お読み

下さい 



 

「こども医療支援 ピアサポート セミナー」 スケジュール 

平成 25 年 3 月 2 日 （土曜日） 

時 間 講  義  内  容 講  師 

9：00 ～   ご挨拶・開講式  

9：10 ～ 10：10  ピアサポート活動とは？ その意義と現状 小 林  信 秋 

10：20 ～ 11：40  病気や障がいのある子どもと家族の理解と支援 田 中 千鶴子 

11：40 ～ 12：40  昼食・休憩   

12：40 ～ 14：00  相互支援のためのコミュニケーション スキル・１ 諏 訪  茂 樹 

14：10 ～ 15：30  相互支援のためのコミュニケーション スキル・２ 諏 訪  茂 樹 

15：40 ～ 17：00  ピアサポーターの心構え（難病ネットの心構え） 小 林  信 秋 

 

  ☆ 懇 親 会 3 月 2 ㈯日  19：00 ～ 21：00 

    場 所：うんかっか（南風原町新川在） 

    会 費：2,000 円 

    ※ 参加の可否を申込時にお知らせ下さい     

 

 

 
 

主 催：NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 

TEL＆FAX：098－888－6605 ／ E-mail：info@ warabinokai.org 

〒 901-1105 南風原町字新川 272-16 ファミリーハウス「がじゅまるの家」内 



ピアサポート
〔子育て家族が抱えるさまざまな悩みや

心配事を一緒に話してみませんか〕

病気や障がいのタイプは違ってい
ても、想いは共通することも多い
のではないでしょうか。
まずは、抱えている気持ちを話すこ
とからはじめてみませんか?
子育ての経験や情報を共有してい
きましょう。 NPO法人 こども医療支援 わらびの会



 
 

 
 

 
 

 

 ピアサポートとは、難病や障がいのある子どもと家族を支えるための

当事者支援活動です。難病や障がいのある子どもを育てている、あるいは

育てた経験のある親が、同じ問題（不安や戸惑い）に直面している家族に

寄り添い、子育て相談等のサポートをします。 

わらびの会の構成団体のうち、今回は以下の団体によりピアサポートを

開始いたします。お気軽に お声掛けください。 

 

ＮＰＯ法人 こども医療支援 わらびの会 

電 話：０９８－８８８－６６０５ 

 

毎月 第 2・第 4 木よう日 

✣ 9:00～12:00／13:00～16:00 

☞ 場 所／小児外来 入口カウンター 

☆ 相談は無料です。 
☆ 相談内容に関しては 守秘義務を遵守いたします。 

※ 詳細は スケジュール表をご覧ください 

ピアサポート 実施日時 

 

☆ 全国心臓病の子どもを守る会 沖縄県支部 

☆ 沖縄県自閉症協会 「まいわーるど」 

☆ がんの子どもを守る会 「のぞみ財団」沖縄支部 

☆ 「梅っこクラブ」（排尿・排便に問題を抱える子どもと親の会） 

☆ 沖縄県聴覚障害児を持つ親の会 

☆ 日本てんかん協会 沖縄県支部 「波の会」 

ピアサポート担当団体 (７月～１０月) 



 

 

相 談 日 

時    間 

9：00 ～ 12：00 13：00 ～ 16：00 

平成２５年 

７ 月２５日（木） 

・沖縄県自閉症協会 

「まいわーるど」 

・全国心臓病の子どもを守る会 

沖縄県支部 

８ 月 ８ 日（木）  

・がんの子どもを守る会 

「のぞみ財団」沖縄支部 

・梅っこクラブ（排尿・排便に 

問題を抱える子どもと親の会） 

８ 月２２日（木） 

・全国心臓病の子どもを守る会 

沖縄県支部 

・沖縄県自閉症協会 

「まいわーるど」 

９ 月１２日（木） ・沖縄県聴覚障害児を持つ親の会 

・日本てんかん協会 沖縄県支部 

「波の会」 

 ９ 月２６日（木） 

・沖縄県自閉症協会 

「まいわーるど」 

・全国心臓病の子どもを守る会 

沖縄県支部 

 １０月１０日（木） ・沖縄県聴覚障害児を持つ親の会 

・沖縄県自閉症協会 

「まいわーるど」 

 １０月２４日（木） 

・全国心臓病の子どもを守る会 

沖縄県支部 

・がんの子どもを守る会 

「のぞみ財団」沖縄支部 

 

 

 

お問い合わせは 

ＮＰＯ法人 こども医療支援 わらびの会 

電 話：０９８－８８８－６６０５ 



 
《 資 料 》 

 
 

1.  新 聞 記 事 

 

 

2. 他誌掲載記事 

























【お問い合わせ先】 

NPO 法人 こども医療支援 わらびの会 事務局 

     〒901-1105 沖縄県島尻郡南風原町字新川２７２－１６ 

     電話＆ファックス：０９８－８８８－６６０５ 

 

賛助会員への入会とご寄付のお願い 

  

ＮＰＯ法人こども医療支援わらびの会は、病院ボランティアの養成と活動の支援、

遠方からの病児とその家族のための滞在施設ファミリーハウス「がじゅまるの家」の

受託運営事業を通して、こども医療への支援を行っています。これらの活動経費は、

主に当会の趣旨にご賛同いただいた方々からの会費とご寄付により賄われています。

今後も、病児とその家族への支援活動を継続していけるよう、皆様からのご支援ご協

力をお願い申し上げます。 

 

 賛助会員（当会の会誌、活動報告書等お送りします。） 

        個人会員 ：  ５，０００円 ／ 年  

団体会員 ： １０，０００円 ／ 年 

 

 ご寄付によるご支援をお願いします。  

 

   お手数ですが、下記 郵便振替口座へお振り込みをお願い申し上げます。 

振込手数料は、恐縮ですが各自ご負担お願い致します。 

 

  

≪ 振 込 先 ≫  

郵便振替 （払込取扱票をご利用ください） 

    口座番号：０１７２０－５－８４８２５ 

    加入者名：特非 こども医療支援 わらびの会 
 

   ※ 通信欄に、ご支援の内容（「賛助会費」または「寄付」）の明記を 

お願いします。 
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編集後記 

 「NPO 法人こども医療支援わらびの会」は、設立以来多くの皆様のご支援ご協力をいた

だき活動して参りました。当会事業の一つである「がじゅまるの家」受託運営事業も、病

院をはじめ関係機関の方々との連携の下、皆様方からの多大なるご支援を承り、開設５年

を迎え、これまでに延べ約２４,０００人（病児含む）の方にご利用いただくことができま

した。当会役員及びがじゅまるの家スタッフ一同、今後とも利用者お一人お一人がわが家

同様に安心してご滞在頂けるよう、日々努力して参りたいと存じます。 

 本誌わらびの会だより第 8 号を発刊するにあたり、「がじゅまるの家」特集として常日頃

ご協力くださっている方々や利用者さまから当会への想いを寄稿していただくとともに、

この 5 年間のがじゅまるの家の利用データをまとめました。改めて読み返してみると、当

会に求められている今後の課題も見えてきますし、「これからもがんばって！」と皆様方か

らエールを頂けたようで胸が熱くなり、病児とご家族に寄り添っていこうと決意を新たに

いたしました。 

 寄稿下さった方々、本誌発行にあたり広告掲載にご協力頂いた方々、そして日頃よりご

支援頂いています多くの皆様に心から感謝申し上げます。 

 

わらびの会だより 8 号 編集委員：大城しのぶ、谷口曜子 

                     事務局：儀間小夜子、久場川牧子、崎山忍 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 


